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はじめに

このたびは、 HFトランシーパー TS-950シリーズをお買いあげいただきましてありがとうござ

いました。

TS-950S DIGIT ALには、 DSP・10,so・2,YK・88C-l,YG-455C-1, YG-455CN-1を標準装備してい

ます。

本文中では、 TS-950SDIGIT ALのことを、 TS-950SDと省略しています。
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1 .ご使用の前に・・・必ずお読みください。

火災、感電やけがを防ぐために、以下の注意事項をお守りください口

1.直射日光の当たる場所や、熱器具の近くに置か 6.金属類や燃えやすいものを通風穴などから入れ

ないでください。 ないでください。

2.花瓶など、水の入った容器を置かないでくださ 7.濡れた子で電源プラグに触れないでください。

しユ。

!1 

kENWooo 

3.風通しの悪い所に置かないでください。 8.電源コードを抜き差しするときは、必ず電源プ

ラグを持って行ってください。

4.ほこりや湿気の多い所に置かないでくださし〉。 9.煙が出たり変な臭いがするときは、すぐに電源

プラグをコンセントから抜いて販売店または

サービスセンターへご連絡ください。

10.クリーニングのご注意

①お手入れの際は、電源プラグをコンセント

から抜いてくださしユ。

②シンナーやベンジンなどで拭かないでくだ

さし亙。

③汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗剤

をごイ吏用ください。

5.ケースやパネノレを外さないでください。

…V
（

V
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2.定格および付属品

2・1.定格

仕様 モデル

電波型式

メモリーチャンネル数

一 アンテナインピーダンス

電源電圧

般
受信（無信号時）

消費電力

イ士
送信（最大）

使用温度範囲

梯
周波数安定度（ 10℃～十50℃において）

周波数確度（室温において）

寸法（幅×高さ×奥行き）

）内は突起物を含む

重量

160mバンド
80mノfンド

40mノてンド
30mバンド

送信周波数範囲 20mバンド

17mバンド
15mノfンド

12mバンド
10mノfンド

送 SSB,CW, MAX 

FSK, FM MIN 
1.9～24MHz 

信 MAX 
AM  

MIN 

部 送信出力
SSB,CW, MAX 

FSK,FM 
恥fIN

28MHz 
MAX 

AM  
MIN 

SSB 

変調方式 FM 

AM  

スプリアス発射強度（CWにて）

搬送波抑圧比（変調周波数1.5kHz)

不要側波帯抑圧比（変調周波数l.5kHz)

6 

TS-950SD TS-950S TS-950V 

A3J(LSB, USB), Al(C羽「）， A3(AM), F3(FM), 
Fl(FSK) 

100 

500 
アンテナチューナー使用時20～1500（送信のみ）

AClOOV土10% 50/60Hz 

110W 

670W 270羽7

-10℃～十50°C

士0.5×10-6以内 ±10×10-6以内

土0.5×10-6以内 ±10×10-6以内

402×141×400mm 
(409×154×446mm) 

約23kg 約22kg

1.9075 ～ 1.9125 MHz 
3.5 ～ 3.575 MHz 
3.791 ～ 3.805 MHz 
7.0 ～ 7.1 MHz 

10.1 ～ 10.15 MHz 
14.0 ～ 14.35 MHz 
18.068 ～ 18.168 MHz 
21.0 ～ 21.45 MHz 
24.89 ～ 24.99 MHz 
28.0 ～ 29.7 MHz 

100W lOW 

20W以下 2W以下

40W 4W 

20W以下 2W以下

50W lOW 

lOW以下 2W以下

20W 4W 

lOW以下 2W以下

平衡変調

リアクタンス変調

低電力変調

-40dB以下

50dB以上 40dB以上

60dB以上 50dB以上



仕樟 モデル TS-9505D TS-9505 TS-950V 

最大周波数偏移（FM) ±5kHz以下
送

400～2600Hz(-6dB以下）送信周波数特性（SSB) 200～3100Hz（最大）
信

部
XIT可変範囲 ±9.99kHz 

マイクロホンインピーダンス 5000～50k0. 

SSB, CW, FSK. A M  クオードプルコンパージョン方式

受信方式
メイン

FM トリプルコンパージョン方式

サブ SSB,CW, FSK タeプルコンパージョン方式

受信周波数範囲 lOOkHz～30MHz 

メイン 第1:73.05MHz，第2:8.83MHz，第3:455kHz，第4:lOOkHz 

中間周波数
サプ 第1・40.0551¥!Hz，第2: 10.695MHz 

lOOkHz～150kHz 8dBμ (2.5μ V）以下

SSB,CW, 
150kHz～500kHz OdBμ(lμV）以下FSK 

(lOdB 

S+N/N) 
500kHz～1.62MHz 12dBμ(4μV）以下

1.62MHz～30MHz 14dBμ(0.2μ V）以下

感度
lOOkHz～150kHz 28dBμ(25μ V）以下

AM  
150kHz～500kHz 20dBμ(lOμV）以下

(lOdB 

S+N/N) 500kHz～1.62MHz 30dBμ(32μ V）以下

受
1.62MHz～30MHz 6dBμ(2.0μ V）以下

FM 28MHz～30MHz -6dBμ (0.5μ V）以下(12dB SIN AD) 

信 SSB, FSK 6dB:2.4kHz, -60dB:3.8kHz 

A M  -6dB:6kHz, -50dB:15kHz 

部 選択度 CW(N) 6dB:250Hz 
60dB:550Hz 

CW(W) 6dB:400Hz -6dB:2.4kHz, 60dB:3.8kHz 60dB:900Hz 

FM -6dB:12kHz, -60dB:24kHz 

イメージ妨害比（メイン受信部） 80dB以上（1.8～30MHz)

第1中間周波妨害比 70dB以上（1.8～30MHz)

ノッチフィルター減衰量 45dB以上

RIT可変範囲 ±9.99kHz 

lOOkHz～150kHz 16dBμ(6.3μ V）以下

SSB,CW, 150kHz～500kHz 8dBμ (2.5μ V）以下

スケルチ FSK,A恥4 500kHz～1.62MHz 20dBμ(10μ V）以下
感度

1.62MHz～30MHz -6dBμ(0.5μV）以下

FM 28MHz～30MHz -lOdBμ(0.32μ V）以下

低周波出力 l.5W(80.、10%ひずみ時）

低周波負荷インピーダンス 80. 
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ご注意

1. JAIA（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による。

2.定格は技術開発に伴ぃ変更することがあります。

1
i
1
i
t
－
－
i

’i
 

2田 2.付属品

7ピンコネクター

背面コネクタ一位置表示銘板

通信機国内営業所・サービス所在地一覧表

保証書

取扱説明書

背面コネクタ一位置表示銘板は、上側ケースの見やすい箇所にお貼りください。

アフターサービスのご依頼時などのために保管しておいてくださ※ダンボール箱などは、移動の時や、

8 



3.設置および接続

3-1.設置
．前脚の引き出し方

前脚を高くしてセットを斜めにするととがで

きます。前脚を左に回して引くと足が伸びます

ので、そのまま右に回すとロックされます。前

脚を縮めるときは左に回して押し込んでから右

に回すとロックされます

3・2.接続
POWERスイッチカまOFF、REC/SENDスイッチ

がREC（•）になっていることを確かめた後に、

AC電源コードを接続してください。

A.背面パネル

,,,,,_-l 』

SM-230 、 υ
（別売）へ「一一ー

前脚の引き出し方

ご注意

送信状態のままでPOWERスイッチをONに

するのは絶対に避けてください。

ACコンセントへ

L外部

デ タ通信用機器

電鍵またはエレクトロ二ックキーヤ

9 



( 1)アンテナについて

トランシーパーの性能は、使用するアンテナ

により、大きく左右されます。本機の性能を十

分に発揮させるためには、正しく調整された良

いアンテナを使用することが大切です。アンテ

ナは500系の同軸ケープlレで接続してください。

また、同軸ケープルとアンテナのインピーダン

スマッチングをとり、アンテナ給電部で

SWR=l.5以下でご使用ください。 SWRが極端に

悪い場合、本機の保護団路が動作し送信出力が

低下したり、電波障害の原因にもなります。

ご注意

火災、感電、人体への傷害、または機器へ

の損傷に対する保護のために避雷器をご使用

ください。

(2）接地

感電事故などを未然に防ぐためにも、良好な

アースをとってください。アース棒、銅板など

を地中に埋め、太い線でできるかぎり短くセッ

トのGND端子に接続してください。

ご注意

ガス管、配電用のコンジットパイプ、プラ

スチック製水道管などには、絶対に接続しな

いでください。

8.前面パネル

(3）外部スピーカー

外部スピーカーを接続する場合、 80のスピー

カーをご使用ください。

(4）電鍵

背面パネルのCWKEYジャックに電鍵また

は、エレクトロニックキーヤーを接続してくだ

さい。プラグは市販の ¢6.0（直径6.0mm）を使用し

てください。

エレクトロニツクキーヤーを使用する場合は、

プラグの極性に注意してください。

邑 ict]5,'.;!

四~~~料品主hl~I生堂－
。岱
記事議1

比マホ
( 1 ）ヘッドホン

4～160のヘッドホンが使用できます。ステレ

オ用ヘッドホンも使用できます。

PHONESジャックにプラグを差すとスピーカー

から音声が出なくなります。

10 

(2）マイクロホン

SSB, FM, AMの各モードで交信する場合は、

6000のマイクロホンをMIC端子に接続してくだ

さい。別売のMC・43S,MC・60I S8, MC-80, MC・85

のご使用をおすすめします。



4.操作
4・1.各部の名称と機能

4・1・1.前面パネル
ご注意

ディスプレイパネルの表示は実際の動作状態で

はありません。

P. 11 

巴：：：φ；？

口口口口

P. 12 P. 13 

二~－－－ －－－：：二；：］
自．自.?.・ ?.・ 富－s. e. :~· :~ ! !: .. s E華 8.8.8.8.8.8.8. i 

・'" f,'.!''.i1＇＇こと宮山箇 U 払・需主E 1..日：,:::.::: : :1: :::,,:1: .：：・，：，： • .''" 品且 8.8. 8.且a8. i 
" r 主士士l°::'.士E了＇"T＇ーで，＿三三三三一一』止し il.lJI止叫以斗山jl_lUI」，_IJ上斗吐止L一一一一 一一」

一OM
＠

P. 14 P. 16 P. 18 P. 19 

-,. 
ta・3

① POWER（電源）スイッチ

電源スイッチです。

② ATT（アッテネーター）スイッチ
入力信号を減衰させるスイッチです。非常に強

力な信号を受信するとひずみを生じたり、それ

らの電波の周波数と受信周波数が近接するため

に妨害を受ける場合は、目的の信号が最も良く

受信できる位置にセットしてください。

③ VOX/MANスイッチ
vox運用する場合（SSB,FM, AM運用時）およびブ

レークイン運用する場合（CW運用時）のスイッチ

です。 ON（且）でvoxまたはブレークイン機能が

動作します。

④ FULL/SEMIスイッチ
cwモードで、送受信の切り換え方式を選択する

スイッチです。 （Cr4-4-6.ブレークインによるcw
の送受信切り換え）

⑤ MONI（モニター）スイッチ
送信信号をモニターすることができます。

⑥ DIM（ディマー）スイッチ
ディスプレイパネルの照明を暗くするスイッチ

です。
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AτT 

= VOX FULL MO”I DIM 

③④⑤⑥  



⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
 

「二一一；＇J'i'm ！ 回同抽出1即日日i'ooooo＇日日口市 B 回日互
I o 10 日 1.00 t50 叩汽仰巴日~
, POWER I 
｜ 一一 [Di]~ 
I cl』PT田口市ロロ~ftロロロヨ固ロ白日品ロロ皿ロロロ京h ~~ 

I ="J品ロ＝ロロロロロロロロロ白ロロ 巴目[}so]
I IC 0 

M CH I人 I"' J二~
円 円 円 P 円 Boa lHZ 〕畠旦 ffkHZ B丘唱と丘畠昆底思星畠

晶星 E且aa星

HF TRANS CE I VER TS-950S 

②メーター
受信時は信号強度（Sメーター）、送信時は

POWER（ノfワーメーター）、および METERス

イッチにより SWR,COMP, ALCまたはIcを表示

します。
「一一一一←一一
ご注意
1. SWRとCOMPは同時に表示できません。
2. ALCとleは同時に表示できません。
3.同時に3種類以上の表示はできません。
4.無信号時にSメーターが1～2目盛り点灯す

る場合がありますが故障ではありません。

⑧フィルター表示
選択されているフィルターを表示します。

⑨ F.LOCK表示
F.LOCKキーがONのとき点灯します。

DATA（データ）表示
DATAキーがONのとき点灯します。

PRG（プログラム）表示
区間指定メモリーチャンネル動作時に点灯し

ます。

SCAN（スキャン）表示
SCAN動作時に点灯します。

M.SCR（メモリースクロール）表示
M.INキーを押したとき点灯します。

RIT( 1）ット）表示
RITスイッチがONのとき点灯します。

XIT表示
XITスイッチカ！ONのとき点灯します。

M.CH（メモリーチャンネル）表示
メモリーチャンネル動作時に点灯します。

⑩‘ A，表示
VFO Aが選択されたとき点灯し、動作VFOを

示します。

‘s，表示
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DIGITAL 

⑫ ⑮ ⑩ ⑩⑩⑨  

VFO Bが選択されたとき点灯し、動作VFOを

示します。

司 M惨表示

メモリーチャンネルが選択されたとき点灯

し、動作メモリーを示します。

⑪ SPLIT（スプリット）表示
SPLIT重力イ乍日寺に点f丁します。

TF-W(TFワッチ）表示
TF-W動作時に点灯します。

STEP（ステップ）表示
STEPキーがONのとき点灯します。

⑫ ONAIRインジケーター
送信時に点灯します。

⑬アナ口グスケール
周波数表示に対応した値を示します。電源投入

時の機能設定によりプルスケールを、 1MHzか

lOOkHzに切り換えられます。（ケ4-3・10.電源投

入時の機能設定）

⑭ ATTUNEインジケーター
アンテナチューナーの動作を表示します。アン

テナチューナーがチューニング中は点灯しま

す。

⑬メイン周波数表示
VFOまたはメモリーチャンネルの周波数を表示

します。

⑩ AIPインジケーター
AIPスイッチがONのとき点灯します。

⑫ NOTCHインジケーター
NOTCHスイッチがONのとき点灯します。



⑩ RIT/XIT可変幅表示
送受信周波数の可変幅をlOHzの桁まで表示しま

す。マイナス側にセットしたときは、 の表示

をします。

スキャン動作時は、スキャンス巴ードを表示し

ます。

⑩メモリーチャンネル番号
メモリーチャンネル番号を表示します。

⑩・表示
メモリーチャンネノレロックアウトが指定されて

いるときに表示します。

⑩⑫  

. . 

⑫ SUB表示
SUBキーがONのとき点灯します。

TONE（トーン）表示
サブトーンがONのとき点灯します。

⑫サブ周波数表示
サブの受信周波数、またはサブトーン周波数を

表示します。

⑮ TX（送信）周波数表示
送信周波数またはメモリーチャンネルの周波数

を表示します。

⑮⑧  

R IT －ーー自由－ XI T - CLEAR NOTCH AF V目T

⑫⑩⑩⑧⑨  

⑧ NOTCH（ノッチフィルター）つまみ
受信している帯域内に、 cwのような単信号の

混信がある場合、 NOTCHスイッチをONにし

て、 NOTCHつまみでビート混信が最小となる

ように調整してくださしミ。

⑮ SQL（スケルチ）つまみ
無信号時の雑音を消したい場合、このつまみを

時計方向にゆっくり回し、雑音が無くなるよう

（臨界点）にセットしてください。このように

SQLつまみを調整しますと、相手局の信号が

入ってきたときのみ音が聞こえます。

⑩ SUB AF（オーディオゲイン）つまみ
サブの音量を調整するつまみです。適当な音量

でお使いくださし」

⑨ PITCHつまみ
cw受信のとき、このつまみを回して、受信

トーンを好みのピッチに可変することができま

す。このつまみはcw時のみ有効です。

⑩ RITスイッチ
RIT動作をON/OFFするスイッチです。

⑮ XITスイッチ
XIT動作をON/OFFするスイッチです。

⑩ CLEARスイッチ
RIT/XITによるシフト量をOにするときに押しま

す。

⑥ NOTCH（ノッチフィルター）スイッチ
ONにするとノッチフィノレターが動作します。

⑩ AFVBTスイッチ
ONにするとAFVBTが動作します。
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⑩⑭⑩⑩ ⑪ ⑩  

⑮ REC/SENDスイッチ
RECの位置で受信状態、 SENDの位置で送信状

態になります。

⑩ THRU/AUTOスイッチ
AUTO（オート）にすると送信時、アンテナ

チューナー使用となります。

THRU（スルー）にすると、アンテナチューナー

は使用されません。

⑮ OFF/ATTUNEスイッチ
THRU/AUTOスイッチがAUTOのとき、このス

イッチをON（且）にすると、送信状態となり、ア

ンテナチューナーがアンテナとのマッチングを

自動的に行います。

⑩ PHONESジャック

ヘッドホン用の出力端子です。

⑥ MIC（マイクロホン）端子
別売のマイクロホンを接続してください。

14 

①マイクロホン

②PTT（スタンパイ）
スイッチ

③DOWN 

⑧アース（GND)
⑦アース

（マイクロホン用）

⑥NC 

⑤BV（最大IOmA)

（参考）マイクロホン端子の接続図（前菌パネルから見た図）

⑩ AGCスイッチ
AGC回路の時定数切り換えと、 AGC回路をOFF

にするスイッチです。

一般的には次のように切り換えて使用します。

OFF ：極めて弱い信号を受信する場合。こ

の場合、 Sメーターは振れなくなり

ます。

FAST : CWおよびデータ通信を受信する場

合や、同調つまみを速く回して選局

する場合。

MID FASTとSLOWの中間の時定数で

す。

SLOW : SSBモードを受信する場合。

ご注意
FMモードでは、 AGCスイッチは動作しま

せん。

⑩ MAIN NB LEVEL（メインノイズプラン
カーレベル）つまみ

メインのノイズプランカーの動作レベルを調整

するつまみです。ノイズの状態に応じて動作レ

ベルをセットしてください。

⑩ SUB NB LEVEL（サブノイズプランカーレ
ベル）つまみ

サプのノイズプランカーの動作レベルを調整す

るつまみです。ノイズの状態に応じて動作レベ

ルをセットしてください。



⑩ NB1 （ノイズプランカー 1)スイッチ
自動車のイグニッションノイズのようなノfjレス

↑生ノイズの多いとき、 ONにしてくださし、 NB

LEVELつまみによって動作レベルを可変するこ

とができます。

⑩ NB2（ノイズプランカー2）スイッチ
ウッドペッカー（レーダーパルスによるノイズの

通称）があるとき、 ONにしてください。

ご注意

1.信号のブランキング時聞が長くなるため、
プランキング音が出ますが、異常ではあり

ません。

2.ウッドペッカーノイズの状態により効果が
少ない場合があります。

⑩ AIPスイッチ
AIPは、 AdvancedIntercept Pointの略で、す。

聞きやすい状態でお使いくださし迫。このスイッ

チをONにすると強い信号に上る妨害に効果があ

ります。

ご注意

ONの状態で約lOdBゲインが下がります。

⑩ PROCESSOR-OUT（出力レベル）つまみ
プロセッサー出力レベルを調整するつまみで

す。

⑩ PROCESSOR-IN（入力レベル）つまみ
スピーチプロセッサ一回路への入力レベルを可

変するつまみです。

このつまみで、コンプレツションレベルを可変

できます。なお、コンプレッションレベルは、

lOdB以内でお使いになることをおすすめしま

す。

⑩ PROC（プロセッサー）スイッチ
SSBで送信時、このスイッチを ONにするとス

ピーチプロセッサーが動作します。

⑩ MIC（マイクゲイン）つまみ
SSB, AMモードのマイクゲイン調整に使用しま

す。 SSBでは送信時に ALCメーターの振れが

ALCゾーンを超えないように調整します。

⑩ PWR（送信出力）つまみ
すべてのモードのパワーコントロールを行いま

す。時計方向回し切りで最大出力となります。
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⑭ 

⑮ 

⑩ ⑩ ⑪ 

⑩ METER（メーター）スイッチ
送信時のメータ一指示を次のように切り換える

ことができます。

SWR : SWRの値を指示します。

COMP ：スピーチプロセッサーを動作させた

とき、コンプレツションの量を指示

します。

ALC : ALC動作状態を指示します。

le : ファイナルトランジスタのle（コレク

タ電流）を指示します。 leメーターは

通常使用する電流値付近で調整され

ていますのでアイドリング電流など

の微小電流では正しく指示しない場

合があります。

⑩ FILTER（フィルター）スイッチ
8.83 : 8.83MHzのフィルターを選択するス

イッチです。

455 : 455kHzのフィルターを選択するス

イッチですD

⑪ MODE（モード）キー
モードを選択するキーです。 MODEキーを押す

と、そのモードの最初の一文字をモールス符号

でスピーカーから出力します。

⑧同調つまみ
送受信周波数を選択するつまみです。

回転トルクの調整

同調つまみの根もとにあるリングを片手で固定

し、もう一方の手で同調つまみを回してくださ

い。右（時計方向）に回すと回転トルクが大きくな

ります。
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⑮ 

⑫ 

⑮ファンクションキー

TF-SETキー

たすきがけ動作時に送信周波数を一時的に受

信するときに使用します。

TONEキー

サプトーン発信回路をON/OFFさせるキーで

す。

ご注意
スプリット運用時で送受信とも FMモー

ドのとき、動作します。

A(VFO A）キー

RX: VFO Aで受信したいとき押します。

TX: VFO Aで送信したいとき押します。

B(VFO 8）キー

RX: VFO Bで受信したいとき押します。

TX: VFO Bで送信したいとき押します。

M.CH（メモリーチャンネル）キー

RX：メモリーチャンネルで受信したいとき

押します。

TX：メモリーチャンネルで送信したいとき

押します。

A=Bキー

VFO AとVFOBの周波数、モードおよびフィ

ルターを一致させるキーです。

RX砂SUBキー

受信周波数をサブに転送するときに押しま

す。

こ’注意
｜ サプがOFFのときは転送しません。



⑭ F.LOCKキー
表示周波数およびモードなどをロックするキー

です。ロック日寺でも TF-SETキ←、 RIT,XIT, 

CLEARスイッチおよびRIT/XITつまみは動作し

ます。

⑮ VOICE（ボイス）スイッチ
音声合成ユニット VS-2（別売）を取り付け、この

スイッチを押すと、メインの受信周波数（TF-

SET時は送信周波数）を音声によって矢口ることが

できます。

⑨ KEY SPEEDつまみ
エレクトロニックキーヤーのスピードを可変す

るつまみです。時計方向に回すほど速くなりま

す。

⑨ MONI（モニター）つまみ
送信モニターの音量を調整するつまみです。

⑩ DELAYつまみ
vox，セミブレークイン動作時、遅延時間を調

整するつまみです。

⑩ ANTIつまみ
vox動作中にスピーカーより出た音でvox回路

が動作しないように調整します。（なお、ヘッド

ホン接続時は、 ANTIVOXは動作しません）

⑩ GAINつまみ
voxアンプの利得を調整するつまみです。

⑮ DATA（データ）キー
DATAモードに切り換えるキーです。パケット

通信やRTTYを運用するときに使用します。

このキーを押すと送信時、マイクロホンからの

信号をオフにし、背面パネノレの ACC2コネク

ターから入力したデータ用信号により変調がか

かります。

FMモードのときは、スケルチの時定数が高速

になります。

ご注意
1.このキーがONのときは、マイクロホンか

らの変調はかかりません。
2.このキーがONのとき、モードを変えると

OFFになります。

⑫ 1 MHz UP/DOWNスイッチ
1MHzステップで周波数を切り換えるスイッチ

です。 UPスイッチを押すと高い周波数へ、

DOWNスイッチを押すと低い周波数へ切り換わ

ります。
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⑩ 

⑫ ⑩ 

⑩⑩ ⑪  

⑮ TF-W(TFワッチ）キー
送信周波数ワッチ機能をON/OFFするキーで

す。

⑩ SUBキー
サプの受信をON/OFFするキーです。

｜ご注意
SSB, CW, FSKモードのとき、動作します。

⑮ STEPキー
TX VFO/SUBつまみのステップがlOOHzになり

ます。もう一度押すとステップがlOHzになりま

す。
「一一

ご注意
スプリット運用時、またはサプがONのと

き、動作します。

⑩ BAND/KEYキー
1.8MHz～29.7MHzまでのアマチュアバンドを切

り換えるスイッチです。

ENTキーを押したときはテンキーとなり、周波

数のダイレクトインに使用します。

M.INキーを押したとき、またはメモリーチャン

ネル動作時は、メモリーチャンネルの選択に使

用できます。
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⑫ CLR（クリアー）キー
メモリー入力のやり直し、

テンキーによる周波数入力のやり直し、

メモリーチャンネルの消去、

スキャンの解除、

飛び越したいメモリーチャンネルの指定

をするときに押します。

⑩ ENT（エンター）キー
テンキーによって周波数をダイレクトインする

ときに押します。

⑩ M.INキー
メモリーしたり、メモリーチャンネルをスク

ロール（メモリー内容をチェック）するときに押

します。

⑩ M砂VFOキー
メモリーチャンネルの周波数をVFOにシフト（転

送）するときに押します。

⑪ SCANキー
スキャン動作をONするキーです。



⑫⑬  

M. CH/VFOCH IF VBTー＠－ AF VBT 
SSB SLOPE TUNE 

HIGH一。－ LOW 

‘_...l_l 

⑬ 

⑫ TX VFO/SUBつまみ
サブがOFFのときは、 TX周波数表示に表示され

ている送信周波数を変えることができます。

｜ご注意
シンプレックス運用時は動作しません。

サプがONのときは、サプ周波数表示に表示さ

れているサプ周波数を変えることができます。

⑬ RIT/XITつまみ
RITスイッチがONのとき、送信周波数を変えず

に、受信周波数を変えることができます。

XITスイッチがONのとき、受信周波数を変えず

に、送信周波数を変えることができます。

RIT/XITは、それぞれのスイッチをONにしなく

ても、あらかじめRIT/XITつまみにより周波数

を設定しておくことができます。

RIT /XITによるシフト量を Oにするときは

CLEARスイッチを押してください。

スキャン中はスキャンスピードを変えることが

できます。

⑬ AF（オーディオゲイン）つまみ

音量を調整するつまみです。適当な音量でお使

いください。

ご注意

ビープ音およびサイドトーンの音量は、 AF
つまみの位置に関係ありません。

⑮ RF(RFゲイン）つまみ
時計方向回し切りで、高周波増幅段の利得は最

大になります。反時計方向に回すと、高周波増

幅段の利得を減少させることができます。

信号を受信している場合、そのSメーターの振

れと同じか、やや少なめになるように、調整し

ます。この場合でも、 Sメーターの指示は正し

⑫⑬  ⑬⑩  

い値を示します。こうすると、 cw信号などで

符号聞のノイズが少なくなります。

通常、このつまみは時計方向に回し切った状態

で使用します。

⑬ M.CH/VFOCHつまみ
VFO動作時は、メイン周波数表示に表示されて

いる受信周波数を変えることができます。

メモリーチャンネル動作時は、メモリーチャン

ネルの選択ができます。

⑫ IFVBTつまみ
CW, FSK, AM受信のとき、混信を除去するつま

みです。（0'4・3・12.混信除去機能）

⑬ AFVBTつまみ
cw受信のとき、混信を除去するつまみです。

(0'4-3・12.混信除去機能）

⑮ 558 SLOPE TUNE HIGHつまみ
SSB受信のとき、混信を除去するつまみです。

TS-950SDは同時にAFスロープチューンも動作

します。（0'4-3-12.混信除去機能）

⑩ 558 SLOPE TUNE LOWつまみ
SSB受信のとき、混信を除去するつまみです。

TS司950SDは同時にAFスロープチューンも動作

します。（0'4-3-12.混信除去機能）

ご注意
TS-950SDでSSBを受信する場合、電源投入

時の機能設定でAFスロープチューンが動作中
にSSBSLOPE TUNEつまみを回すとノイズが
聞こえることがあります。
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・トップカバー

① ②  

ムム
⑧ ④ 

① CAR LEVELつまみ
CW, AM運用時のキャリアレベルを調整するつ

まみです。

② DIMMERつまみ
DIMスイッチを押したときのディスプレイパネ

ルの明るさを調整するつまみです。

③ R・TUNEつまみ
手動でアンテナチューナーを調整するつまみで

す。（0'4-4・13.アンテナチューナーの使い方）

④ X-TUNEつまみ
手動でアンテナチューナーを調整するつまみで

す。（er 4-4・13.アンテナチューナーの使い方）

⑤ TUNEスイッチ
アンテナチューナーの動作を自動（AUTO）で行

うか、手動（MANU）で行うかを切り換えるス

イッチです。通常はAUTOの位置にしておいて

くださし3。（er 4-4-13.アンテナチューナーのf吏
い方）

⑥ MARKERスイッチ
受信状態でONにすると内蔵の発振器により

500kHzごとにマーカ一信号を受信することがで

きます。また、標準電波(JJY）と内部の基準周波

数を校正する際にも使用します。

ご注意

マーカーの出力レベルは、バンドにより異なり

ます。
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4・1・2.背面パネル

① ② 

θ 
~(B ; t;;Je:,1:}f即

＠ 

⑧④  

宇 I「~~~~~~~~~~~~~~~~~~ト
~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

倒~~~~~~~~~~~~~~~~~~陪

⑤ 

⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑬⑩⑪⑩⑩⑩  ⑫⑫⑫  

① GND（グランド）端子

シャーシを接地する端子です。

アース棒、銅板などを地中に埋め、太い線でで

きるかぎり短く接続してください。

② ANT（アンテナ）コネクター

M型コネクターを使用して50.Qのアンテナを接続

します。

③ RX ANT OUT端子

受信時のアンテナ出力端子です。 ANTコネク

ターに入った信号がこの端子に出力されます。

通常はジャンパーピンで⑪のRXANT IN端子に

接続されています。

④ DRIVE IN端子

ファイナルユニットの入力端子です。通常は

ジャンパーピンで⑫のDRIVEOUT端子に接続さ

れています。

⑤ AC電源ケーブル

電源コンセント（AClOOV）に接続します。

⑥ F.ADJトリマー
内部基準発振器の周波数を調整します。（cr6-4・8.

基準周波数の校正）

⑦ REFERENCE OSCILLATOR切り換えスイッ
チ

基準信号を外部から入力するとき、

OSCILLATORに切り換えます。

⑧ EXT INPUT端子

外部基準信号用の入力端子です。（er 6-4-9.ロッ

ク電圧の調整）

⑨ RTTY端子

FSK用キージャックです。

⑩ SCOPEコネクター

ステーションモニタ－SM-230（別売）を接続する

端子です。

⑪ RX ANTIN端子

受信時のアンテナ入力端子です。

通常はジャンパーピンで③のRXANT OUT端子

に接続されています。この端子に受信専用アン

テナを接続することもできます。

⑫ DRIVE OUT端子

送信信号のドライブ出力端子です。通常はジャ

ンパーピンで④のDRIVEIN端子に接続されてい

ます。

⑬ ACClコネクター

パソコンインターフェイス IF-232C（別売）を接続

する端子です。

⑭ DSP-Aコネクター
デジタルシグナルプロセッサーDSP-10（別売）を

接続する端子です。
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① ② 

G唱。

＠ 
KENWOOD 
＂＇刊制民＂・”

の

⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫  

⑬ CW  KEYジャック
電鍵、マニュピレーター（キー）を接続する端子で

す。直径6.0mmのプラグを使用してください。

(G'4-4・6.プレークインによるcwの送受信切り換

え）

⑩ DSP-8コネクター
デジタルシグナルプロセッサーDSP-10（別売）を

接続する端子です。

⑫ ELECTRONIC KEY切り換えスイッチ
エレクトロニックキーヤ一回路をON/OFFするス

イッチです。電鍵（キー）および外部エレクトロ

ニックキーヤーでcw運用を行う場合はOFFにし

てください。

⑩ LINEAR AMP切り換えスイッチ
リニアアンプコントロール用のリレーを動作さ

せるスイッチです。

⑩ EXT SP（外部スピーカー）ジヤック
外部スピーカーの接続用ジャックです。

⑩ ACC2コネクター
データ通信用の入出力端子です。

ACC2 背面パネルから見た図

22 

③④  ⑤ 

ACC2用接続プラグ（別売）（部品番号： E07・1351-05)

をご希望の方は、最寄りのサービスセンターま

たは営業所にお問い合わせください。

~ 
プラグ（別売）

端子接続衰

書Z 端子名 用 途

SANO 受信出力がSUBAFつまみ

（サプ受信 に関係なく一定レベルで出
のオーディ 力されます。出力電圧：大
オ出力） 入力受信時において 4.7k0

終端で300mV以上

2 NC 無配線

3 MANO 受信出力がAFつまみに関係
（メイン受 なく一定レベルで出力され

信のオー ます。出力電圧：大入力受
デ ィ オ 出 信時において 4.7k0終端で

力） 300mV以上

4 GND アース（オーディオ出力の
シールド線のGNDを接続し

ます）

5 PSQ パケット通信用TNCのスケ
ルチコントロール端子で
す。この端子を接続します
と、スケルチが開いている
問、パケットの送信はでき
ません。



宮聾司「．苦5 端子名 用 途

6 アナログS 出力電圧は使用するメー

メーター用 ターにより異なります。
電圧出力端
子

7 NC 無配線

8 GND アース

9 PKS ターミナル専用のスタンパ

イ端子です。この端子から
スタンノてイすると、マイク

ロホン入力は自動的にオフ
になり、送信になります。

10 NC 無配線

11 PKD ターミナルからのマイク入

力信号端子です。 20mV
(lkHz）の信号で動作しま
す。

12 GND アース（オーディオ入力の
シールド線のGNDを接続し

ます）

13 ss 通常のスタンパイ端子で
す。アースしますと、送信
になります。

⑫ IFOUT端子
ステーションモニターのバンドスコープ用出力

端子です。

回はIFフィ yレターの前からの出力です。

(8.83MHz) 

園はIF回路の最終段からの出力です。（lOOkHz)

⑧ PHONE PATCH（ホーンパッチ）端子
IN端子でライン入力の送信、あるいは低イン

ピーダンス（6000.）の音声入力の送信に、また

OUT端子はライン出力ですが、受信出力をイン

ピーダンス 6000.のスピーカーなどでモニターす

る場合に使用します。 SSTVなどの入出力に利用

できます。

⑮ REMOTE（リモート）コネクター
リニアアンプまたは外部機器などを動作させる

外部コントロール端子です。（IT 6-4・7.リニアア

ンプを接続したとき）

このコネクターはつぎのように内部で接続され

ています。

外部コントロール
（送信時約十 13.SVDC力、

出ます。最大IOmA)

スタンパイ端子

（この端子をアース
すると送信になります。）

GND「可！

セットの後方より見た図

Rコントロー
ルリレー

；む；
畠4主＝ニ、rご使用〈ださい f

電電E,~.~~t:~~J>~
雷＝j胃＝＝冨／

2 

23 



4・2.初期設定

POWERスイッチ→OFF（且）

F
 

尚

F

O

O

 

A

A

 

山口

A.TT o . " rh.l 
ιd珂 Ie、‘，，z・

『1 1・・，.、《...

もしON（皿）になっていたら
J甲して OFF（•）にしてくだ
さ I.,)0 

0の位置にしてくだきし～

VOX/MAN, FULL/SEMI, MONI, DIMスイッチ

口口口口 すべて（且）の位置にしてく
だ、さしし

日圃 REC/SENDスイッチ→REC（且）

.C. REC/SEND d込

Eコ REC(.a.）にしてください。

THRU/AUTOスイッチ→THRU（且）

.C. OFF/AT TUNE = 
Eコ

AGC 

M
W
 

O
 

L
 

S
 一命

。

…一一内》一一

OFF（•）にしてください。

OFF以外の位置にしてくだ
さしユ。

IN, OUTつまみは中央に合
わせます。

温PROC,NB 1, NB2スイッチ

叫口
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すべて OFF（且）の位置にし
てください。

日

回

KEY SPEED, MONI, VOXつまみ

MIC一。← PWR

母
0 10 

反時計方向に回し切り
す。

MICつまみは反時計方向に
回し切ります。
PWRつまみは時計方向に回
し切ります。

6《）oめと〉
押し込んだ状態にしてくだ

さし＇o

NB LEVEL’つまみ
NB LEVEL 

MAIN ---@---SUS 
4 , 6 

2《つ~｝a
0 10 

MAIN, SUBつまみは中央に
合わせます。

NOTCH, SQLつまみ

NOTCH ---@---SGL 

,~e 

。

困

。

.C. T出 0 = THRU(.a.) にしてくださ

・E OFF/ATTUNEスイッチ→OFF（且）

EコEコ

金

NOTCHつまみは中央に合
わせます。
SQLつまみは反時計方向に

回し切ります。

SUB AFつまみは反時計方
向に回し切ります。
PI1℃Hつまみは中央に合わ
せます。

NOTCH, AF VBTスイッチ

はOFF（且）にしてください。

AFつまみは音量が適量にな
るように調整します。
RFつまみは時計方向に回し
切ります。

SSB SLOPE TUNEつまみ

SSB SLOPE TUNE 

川副ー⑤ーしow.，、
/ ；，，「一司司、ノ 、

← I 、当＇／.昏岡崎司、、「 ¥ 工
コ I『， l,f 、、－¥ C) 

口 I I I I I l工
:;:: ¥ _¥ ¥¥ • J，、 Jo
0 ¥ －、、、、，',II I C 
」 、，〆、、＂＂・唾多〆，＂－－ I → 

＼ーノ官』－、 ノ

LIORMAL N口RMAL

HIGHつまみは時計方向に
回し切ります。
LOWつまみは反時計方向に
回し切ります。

IF VBT, AF VBTつまみ

IF VBT一。－ AF VBT 

け I/ i 
＼ム.... ー『見／

一
一
〆市』~、

NARROW NORMAL 

IF VBT, AF VBTつまみは日寺
計方向に回し切ります。



4幽 3.受

雑音や混信が気になるとき

スケルチ

無信号時の「ザ－J

本機は、メイン、サブにそれぞれ周波数を設定することができますので、二波同時受信が可能です（サ

プはメインの周波数を中心に士500kHz以門）。どちらか一方の受信が必要ないときは、 AFつまみまたは
SUB AFつまみで音量をさげてくださしユ。サブの受信は、 SUBキーでON/OFFできます。 という音を消します。

混信除去機能として、ノッチフィルター， SSB
SLOPE TUNE, IF VBT, AF VBγ，8.83MH乙455kHzフィJレ
ターがあります。（〔T4-3-12.混信除去機能）

POWERスイッチ→ON（且）

国図図図回回ディスプPOWERスイ、ソチをONにしてください。
レイパネルに周波数などが表示されます。

強力な信号を受信したとき

非常に強力な信号を受信したとき、音がひずむ場
合は、 ATTスイッチを切り換えるか、 AIPスイッチ
をONにするか、 RFつまみを反時計方向iこ回して最
適な状態に調整してくださしユ。

ι ー

受信している周波数の近くの強N ローカル局や夜
間の強力な短波放送などにより妨害を受けるとき
は、 AIPスイッチをONにするか、 ATTスイッチを
切り換えてください。

一一
一
7
5
M
G

E二コ：~：F

聞きたい周波数を選択します。

混変調を受けるとき回

目

周波数ロックについて

F.LOCKキーを押すと表示周波数やモードなどが
固定されます。ただし、 TF-SETキ一、 RIT,XIT, 
CLEARスイッチおよびRIT/XITつまみは動｛乍しま
す。

。バンドスイッチで希望のバンドを選びます。

1MHz UP /DOWNスイッチをf甲すと、 1MHzステッ
プで周波数を変えられます。

亡ヨヨ二コ亡TI二コ仁三Z二コ

E己 lCDl[Cヨ
仁二E二コ仁二豆二コ仁二豆二コ

EヨEヨEヨ
邑置置
仁二二二コ C:亘ごコ E二二二コ
匡亘 E己 [CEJ]

巨亙K) 1MHz （］日

｜｜主ιi巴きち1

園田困回固困図

その他

テンキーを使用してダイレクトに周波数を設定す
ることができます。（G'4-3-7.テンキーによる周波数

のセット）
FM受信のときは、

でお使いくださし迫。

タ←は動さません。

モードを合わせます。

モードキーで聞きたいモードに合わせます。モー

ドキーを押したとき、モードの最初の1文字をモ－
Jレス符号でスピーカーから出力します。本機は
9.5MHzを境にしてLSBとUSBを自動的に切り換え

る機能があります。（CT4-3-3.SSBオートモード機能） RFつまみは時計方向回し切り
反時計方向に回しても Sメー

同調つまみ

同調つまみをゆっくり回して目的の信号が明りよ
うに聞こえるように合わせます。
向調つまみをゆっくり回したとき SSB,CVI人FSK

モードではlOHzステップ（つまみ1回転で約lOkHz),
AM, FMモードではlOOHzステップ（つまみ1回転で
約50kHz）となります。

音量を調整します。

AFつまみを団すとノイズまたは信号が聞こえま

すので適当な晋量にセットしてください。
AF ---@--RF 

：~~ 
SUBの受信方法（AM,FMモードのときは動作しません。）

SUBキーをナ甲します。
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TX VFO/SUBつまみ

TX VFO/SUBつまみをゆっくり回して目的の信号
が明りように聞こえるように合わせます。
STEPキーがオフのときはlOHzステップ（つまみl

回転で約4kHz）、オンのときはlOOHzステップ（つま
み1回転で、約40kHz）となります。

メインの周波数に対して± 500kHz以上は離れま

せん。

音量を調整します。

匡ヨ匡主コ匡司

SUB AFつまみを回すとノイズまたは信号が聞こ
えますので適当な音量にセットしてください。

B AF-@-PITCH 

感
サブ周波数表示に周波数が表示されます。
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4・3・1.ビープ音

各スイッチまたはキーを押したとき、ビープ音が鳴ります。

ビープ音の音量は、セット内部のボリュームで変えることができます。（0"6-4-4.ビープ音の音量調整）

4・3・2.モードアナウンス機能

モードキーを操作したとき、モードの最初のI文字をモールス符号でスピーカーから出力します。この機

能は、電源投入時の機能設定によりビープ音にすることができます。（er 4-3-10.電源投入時の機能設定）

スピーカーから出力されるモールス符号

モード モールス符号

LSB ・ーー・・ (L) 

USB ・・ー (U) 

CW  圃ーー ・ 圃圃圃 ． (C) 
FSK ・ー・ (R) 

AM 一（A)

FM ・ ・ ーーー ・ (F) 

4・3・3.558オートモード機能

SSBモードでは、周波数に対応してLSBまたはUSBの各モードが自動的にセットされます。（初期設定）

B
 

C
M
 

I
」

Z
 

H
 

L
R
 

O
I
l－－

 

ご注意
1. 9.500.00MHz はUSBにセットされます。
2. RIT/XITつまみで周波数を変えてもオート

モード機能は動作しません。
T USB 

z
 

H
 

M
 

o
l
i－－
 

3
 

4・3-4.周波数のステップ

A.同調つまみ

モードにより自動的に周波数ステップがセットされま

す。

二J……ぃ一酉曙陪巨国国

一一一一一一一一鋼
一一…一一一一一一瞳「JJL－…一一…一勧告額

一骨量－U一一…一一。
…ロ…同一回一一口…ロ吾川⑬ モード 周波数ステップ つまみ一回転

SSB/CW/ lOHz lOkHz FSK 

AM/FM lOOHz 50kHz 

日匡

同調つまみ



TX周波数はモードにより自動的に周波数ステップ

がセットされます。

モード 周波数ステップ つまみ一回転

SSB/cw/ lOHz 4kHz FSK 

AM/FM lOOHz 40kHz 

B.TX VFO/SUBつまみ

下XVFO/SUBつまみ

STEPキ

SUB周波数はSTEPキーのON/OFFにより周波数ス

テップが変わります。

ステップ 周波数ステップ つまみ一回転

OFF lOHz 4kHz 

ON lOOHz 40kHz 

通過＼

1. VFO動作時は次のように周波数ステップが変わり

ます。

C.M.CH/VFO CHつまみ

周波数ステップは、電源投入時の機能設定により切

り換えることができます。（0"4ふ10.電源投入時の

機能設定）

2.メモリーチャンネノレ動作時はメモリーチャンネルの

選択ができます。

つまみ一回転

250kHz 

周波数ステップ

lOkHz 

…母一一一一愈…畿一

…額一一…。一段一

M.CH/VFO CHつまみ

4・3・5.アマチュアバンドの切り換え

BAND/KEYキーでアマチュアバンドを切り換えることができます。サプがONのときは、サプも同時に

変わります。

一一一窃…一轡一

通一一一…倫一敏一
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BAND/KEYキー





4・3・7.テンキーによる周波数のセット

動作中のVFO、またはメモリーチャンネルにテンキーによって周波数を直接入力することができます。

ご注意

動作範囲外の周波数は受け付けません。

．つ
日山－且.且 ~:·· B且華8.8.B.B.B.B.且 l

テンキー

1. ENTキーを押します。ディスプレイはすべて“一”が

表示され、入力待ち状態になります。

巨匝ヨ

． 

2.希望する周波数をテンキーにより入力します。

10MHzの桁には0～3の数字のみ入力できます。 4～9

を押したときは、 1MHzの桁に入力されます。

3MHz以下のときは最初にOを押してください。

回日 14. -- ． 

回 一
n 
’・ーー ． 

回目 守コ．ーーー．ーー

3.テンキーでlOHzの桁まで入力すると、終了しま

す。（ENTキーを押す必要はありません。）

また、 14.200.00MHzと設定したいときは、 1、4、2

と押し、 ENTキーを押してください。表示は下図

のようになります。

つ
圃ヨ回日

,u::1nnnn 
I ---,. C U LJ. U U 

4.間違えて操作したときは、 lOHzの桁の周波数を

セットする前か、 ENTキーを押す前までに、 CLR

キーかマイクロホンのPTTスイッチを押すと、もと

の周波数に戻ります。
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4・3・a.cwモードのゼロイン

cw運用において相手局の電波と自局の発射する電波の周波数を一致させることをゼロインと言います。

本機では次の方法により、相手局にゼロインすることができます。

1. VOX/MANスイッチをMANにして、受信状態で電

鍵を押しさげます。

2.スピーカーからサイドトーンが聞こえます。

ご注意
MONIスイッチは、 OFF（且）にしてください。

VOX/MAN 

スイソチ

3.同調つまみを調整して、相手局の受信ピッチがサイ

ドトーン周波数と等しくなるようにするとゼロイン

は終了です。

DXペディションなどのスプリット運用を能率よく行うために、二波同時受信機能とTF・W機能を持って

います。

同調つまみでDX局を受信したら、 SUBキーをONにして自分の送信したい周波数をTXVFO/SUBつまみ

で受信します。サプの受信周波数はVFOA/Bとは独立した周波数となっていますので、このままではサブ

の受信周波数で送信することはできません。送信周波数が決まったら、 VFOA/BをスプリットにしてTF・W

キーを押します。これでサプの受信周波数が送信VFOにセットできます。以後は、 TXVFO/SUBつまみを

回すだけでサプの受信周波数が送信周波数となります。

ご注意
1.受信周波数と送信周波数の差が士500kHz以上のとき、 TF-Wキーを押すと、モールス符号でOVERとス

ビーカーより出力し動作しません。
2. TXVFOがM.CHのとき、またはRXVFO, TX VFOともM.CHのときは動作しません。
3.メインとサプの周波数の組み合わせによってはビート音が聞こえることがあります。

波数構成によるものです。

4・3・9.ニ波同時受信とTF-W機能

これはセットの周

（例I）受信周波数： 14.000MHz

送信周波数： 14.200MHz

SUB受信周波数： 14.100MHz

のとき TF-Wキーを押すと送信周波数が

14.100MHzとなります。
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（例2）受信周波数： 14.000MHz

送信周波数： 14.200MHz

SUB受信周波数： OFF

のとき TF-Wキーを押すと SUBがONとなり

14.200MHzが表示されます。したがって、送信

周波数を受信することができます。
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機 自E 操作の手順

モードアナウンス機能が、 cwをf甲しなカまらPOWER
ビープ音になります。 をONにする。

SSBオートモード機能を
LSB を f甲しなカまら

ON/OFFすることができま
POWERをONにする。

す。

cwのピッチで、 SSB,FSK 
モードのピッチを可変できる
ようにする。

USBを押しながら
ご注意

送受信の周波数が一致しな
POWERをONにする。

くなりますので、 RITによる
補正が必要です。

M.CH/VFO CHつまみのス
テップ周波数を BC帯のみ

AMをt甲しなカまらPOWER
lOkHzか9kHzに切り換えるこ

とができます。（AMモードの
をONにする。

とき）

M.CH/VFO CHつまみのス
テップ周波数をlOkHzか5kHzFMを押しながら POWER
に切り換えることができま をONにする。
す。

FSKモードのシフト幅をTX
VFO/SUBつまみで170,200, FSKを押しながら
425, 850Hzの中から選択でき POWERをONにする。
ます。

メーターのピークホーノレド機
SWRを f甲しなカヲら

能をON/OFFすることができ
ます。

POWERをONにする。

4・3・10.電源投入時の機能設定

次のスイッチまたはキーを押しながら、 POWERスイッチをONにすると、機能を選択することができま

す。もとに戻すには、もう一度、同じ操作を繰り返してください。
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田園！臨 i~－長一：.；瓦1：華山
機 脅E 操作の手順

ビープ音のON/OFFができま VOICEを f甲しなカf ら

薗圏一…

す。 POWERをONにする。

警告モールス機能が、ビープ F.LOCKをt甲しなカfら

音になります。 POWERをONにする。

サプトーンをパーストか連続 TONEを f甲しなカまら

に切り換えができます。 POWERをONにする。

1MHz UP /DOWNスイッチを
UPを押しながら POWER

1MHzか500kHzに切り換えま
をONにする。

す。

アナログスケールのレンジを
0を押しながら POWERを

1MHzかlOOkHzに切り換えま
す。

ONにする。

lOHzの桁のON/OFFがで、きま CLR を f甲しながら
す。 PO羽TERをONにする。

M.INキーを押したとき、メ
モリーチャンネルが自動的に

M.INを押しながら
Iチャンネルずつアップする

POWERをONにする。
ようにしないか、するか、の

切り換えができます。

プログラムスキャンホールド SCANを f甲しなカヨら

のOFF/ONができます。 POWERをONにする。

BANDキーを押したとき、押
す前のバンドの周波数を記憶 4と 6を t甲しなカヨら
するか、しないか、の切り換 POWERをONにする。
えができます。

DSP-10のAFスロープチュー 455をf甲しなカヨら POWER
ンをON/OFFします。 をONにする。

4・3・11 .警告モールス機能

次のような状態のとき、モールス符号でスピーカーから出力します。電源投入時の機能設定によりビー

プ音にすることができます。（C?4・3-10.電源投入時の機能設定）

状 態 モールス符号

メモリースキャンできな
い状態でSCANキーを押 CHECK 
したとき。

・テンキーで周波数を入
力時、動作範囲を超えた
とき。

OVER 
•BAND キーでサブの周

波数が動作範囲を超え
たとき。
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4・3・12. 混信除去機能

•sssモード

SSB SLOP正

SSB SLOPE TUNE 

SSB SLOPE 

下UNE

HIGHつま

HIGHつまみ

SSB受信時、このつまみを矢印の方向に回すと、

受信AF出力の高音部からの混信を除くことがで

きます。この結果、音質的にはハイカットの音

になります。

LOWつまみ

SSB受信時、このつまみを矢印の方向に回すと、

受信AF出力の低音部からの混信を除くことがで

きます。この結果、音質的にはローカットの音

になります。 ． 
TUNE LOWつまみ

・cwモード

If VB下つまみ

ss日SLOPE TUNE 

HIGHー＠ー LOW.，、、
/ ＇~一『‘＼' r、，，.....－：：＝：：，、司、／、工

可 j』， a，、量、、－ ＼白
己 I『，， mI I I 

;;:¥,¥¥ 11,::-1口。tf、、、JI，－、lC 
¥ 'I.、＆... ~L • 」 、／、、遺陶~r-、 J 、司賢』ー－ -,,r '- I 

NORMAL NORMAL 

SSB SLOPE TUNE 

HI 側一。－ LOil' .，，、
/ ＇~一司、』／ ＼ 

ト I'I ノ－‘~、、r 、工
コf～11，、仏 1ド IEヲ
o I I I l工

きl_¥ ＼＼’～ J 8 
」 、／、、毘拘ー型炉’ I ' I → 
＼／、‘』－－、／

NORMAL NORMAL 

SSB SLOPE TUNE(HIGH CUT, LSB) 

つまみの働き

[ I ]IF VBTつまみ

このつまみは、 cw受信時IFの中心周波数を変えず

に通過帯域幅を変化させて混信を除去させるもので

す。

通過帯域幅は時計方向に回し切ったときが最大に

なっており、反時計方向に回すことによってIFフィ

ルターの通過帯域幅を連続的に狭くすることができ

ます。
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受
信
信
号

一一一一一一一 455kHzフィル？ー

一一一一一 883MHzフィルター

IF VBTー＠－ AF VBT IF VBT一。－ AF VBT 

＼~／、 I,
＇~『噌」， 主主~－－ー

チーヰ＼ 今、二；＞（，
NARROW NORMAL NARROW NORMAL 

8.83 MHzと455kHzの両 IFフィルターの通過帯域を等価

的に交差させ、帯域幅を狭くして、混f言信号を追い出すこ

とができますn

IF VBTつまみの働き

[ll]AFVBTスイッチ、 AFVBTつまみ

cw受信のとき、 AF周波数特性にピークを持たせ希

望する信号を浮き上がらせて受信できます。

AF VBTスイッチをONにして、 AFVBTつまみを回

して好みのオーディオ帯域となるように合わせま

す。 PITCHつまみはAFVBTの中心周波数に連動し

ます。

希望波

ノイズ

（空間ノイズIF

ノイズなど）

／ 

AFゾ白「

スイソチ

PITCH 

つまみ

AF VBT 

つまみ

低周波信号のスペク卜ラム

AF VBTつまみの働き

34 



.FSK, AMモード

IF VBT 

つまみ

・全モード

FILTER 

スイソチ

IFVBTつまみ

このつまみは、 FSK,AM受信時IFの中心周波数を

変えずに通過帯域幅を変化させて混信を除去させる

ものです。

通過帯域幅は時計方向に回し切ったときが最大に

なっており、反時計方向に回すことによってIFフィ

ルターの通過帯域幅を連続的に狭くすることができ

ます。

一一一一一一一一 455kHzフィルター

一一一一一 883MHzフィル？ー

受
信
信
号

IF VBTー＠－ AF VBT 

、－『司、弘一／

支コ長
〆、』』.......K' 

NARROW NORMAL 

IF VBT ----@-AF VBT 

' Jtll-『『‘〆

支〉長
ノ、』ー.......K'

NARROW NORMAL 

8. 83 MHzと 455kHzの両 IFフィルターの通過帯域を等価

的に交差させ、帯域幅を狭くして、混信信号を追い出すこ

とができます。

IF VBTつまみの働き

[I］フィルタースイッチ

8.83MHzと455kHzのフィルタ一帯域幅をそれぞれ

選択することができます。工場出荷時は、オプショ

ンフィルターのポ，ジションには移動しないように

なっています。 FMの最大周波数偏移はこのスイッ

チで切り換えられます。

8.83MHzフィルタ一帯域幅

8.83スイッチを押すごとに切り換わります。

「無表示 ~ 500」
ご注意

1. FMモードのときは点灯しません。
2.フィルターが内蔵されていないところは選

択されません。
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~.~.て了てで二＇~.~
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B.B.,,, -B.B.B，阿EB且華8.8.8.8.8.8.8. ; 

出；；：：：；,ii;;i_ili;;:1:;;';":" 竺旦竺竺＿B.里旦」
同 市

ロ

NO下CH

NOTCH 

スイ yチ

455kHzフィルタ一帯域幅

455スイッチを押すごとに切り換わります。

12k 
「一一一一ー， 6k 
I (FMのみ） ｜ 

」一一一 250－一一500-----2. 7k －－ー」

ご注意
1. FMモードのときは12kHz（ワイド）と 6kHz（ナ

ロー）のみ選択できます。
2.フィルターが内蔵されていないところは選

択されません。

初期設定

ご子《：とと－ 8.83MHz 455kHz 

558,CW,FSK 2.7k 2.7k 

AM 6k 6k 

FM 12k 

ご注意
8.83MHzと455kHzのそれぞれのフィルターの帯

域幅がほぼ等しい場合、総合帯域幅は表示された
幅より狭くなります。
例えば、 8.83MHzフィルター : 2.7kHz 

455kHzフィノレター : 2.7kHz 
の組み合わせでは、総合帯域幅は約2.4kHzとなり
ます。

[ II ]NOTCH（ノッチフィルター）つまみ（FMは除〈）

受信している帯域内に、 cwのような単信号の混信

がある場合、 NOTCHスイッチを ONにして、

NOTCHつまみでビート混信が最小となるように調

整してくださし当。このつまみはFMを除くすべての

モードで、約400～2600Hzの範囲で動作します。

NOTCHつまみ中央でSSBのとき約1500Hz、cwの

とき約800Hzのビート混信を除去できるようになっ

ています。



受
信
信
号

……O
一一

ノッチスイッチOFF

ノッチ回路の動作（LSBモードの場合）

4”3-13.ノイズプランカーについて

メイン受信部とサプ受信部にそれぞれ独立して持っています。

NBlスイッチ

自動車のイグニツションノイズのようなパルス性ノ

イズの多いとき、 ONにしてくださし瓦。 NBLEVEL 

つまみによって動作レベルを可変することができま

す。

MAIN 

NB LEVEL 

つまみ

ノイズプランカーは、

SUB 

N臼 LEVEL

勺まみ

NB2スイッチ

ウッドペッカー（レーダーパルスによるノイズの通

称）があるとき、 ONにしてください。 NBLEVELつ

まみによって動作レベルを可変することができま

す。
「一一

ご注意

1.信号のブランキング時間が長くなるため、ブ

ランキング音が出ますが、異常ではありませ
ん。

2.ウッドペツカーノイズの状態により効果が少
ない場合があります。

NB2 

スイッチ

MAIN NB LEVEL（メインノイズプランカーレベル）つま

み

メインのノイズプランカーの動作レベルを調整する

つまみです。ノイズの状態に応じて動作レベノレを

セットしてください。
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より良〈使いこなすために．

SUB NB LEVEL（サブノイズプランカーレベル）つまみ

サプのノイズプランカーの動作レベルを調整するつ

まみです。ノイズの状態に応じて動作レベルをセッ

トしてください。

サブで受信したノイズブランキングノfルスをメイン受信部のNBゲートに効かせることもできます。これ

はウッドペッカーのような周期と周波数を持ったノイズに対して、メインで受信中にサプの受信周波数を

変化させて、ノイズプランカー効果がいちばん良好に得られるポイントを探せます。サプ受信部をノイズ

専用受信機として利用するわけです。

ご注意
NB LEVELつまみは、反時計方向へ回し切ることにより、ノイズによるパルスでトリガーがかからなく

なります。

4-3”14. RITについて

38 

円IT可変幅

表示

RIT CLEAR 

スイッチ スイッチ

RI下IXIT

つまみ

送信周波数を変えずに受信周波数を ±9.99kHzまで

可変することができます。設定周波数はディスプレイ

上に表示されます。

相手局の周波数がずれた場合、 RITスイッチをON

にし、 RIT/XITつまみにより受信周波数を相手局に一

致させることができます。 OFFにするときは、 RITス

イッチをもう一度押します。 RITによるシフト量をO

にするときは、 CLEARスイッチを押してください。



4-4.送 信
4・4・1.SSBモード

LSB, USBを選択します。

MODEキーでLSBまたはUSEを選択します。通常
7MHz以下ではLSB,10MHz以上ではUSEを使用しま

す。本機は9.5MHzを境にして LSBとUSEを自動的
に切り換える機能があります。（CT4-3-3.SSEオート

モード機能）

周波数を設定します。

送信したい周波数を設定します。このとき、他の
通信に混信を与えないことをお確かめください。

口制限

ロCOMP
POWER 

..関 口白白ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
t I.I 2 J 0(コ
-ALC-
回目。ローロ回田町ロ田ロロロロ四回目

•• ,c 

口IC

ー・送信状態にします。

マイクロホンの PTTスイッチをf甲すか、 REC/
SENDスイッチを SENDにすると、 POWERメー

ターに変わり、 ONAIRインジケーターが点灯し送
信状態になります。

PTT 

スイ yチ

を押す。
JJ. OEC/SENO = 
Eコ

オートアンテナチューナーをご使用の際は、 53ページを参照してください。

園田 園 固

己：：：φ：； lτ二二二；τ了二円二J4日h

~ ?,}. ?,. ~. ?,. E山ロ丘.£-~ ..阿， B 8. コff~ a a. e. s. a B. a. : 
品目E 8.8.i!.B.B.B.B. I 図

四

回

口口口
la KENWOOD 叫

：昌：：＂R＂＂＂ 。
…OM
＠
 

図 固困 図 固 固固

MICつまみの調整 •• voxの使い方

マイクロホンに向かつて話しながら、 ALCメー
ターがALCの範囲を超えないように MICつまみを

セッ卜してくださし、

マイクロホンから音声が入ると自動的に送信状態
となり、音声が切れると受信状態になる機能です。

VOX/MANスイッチをVOX（且）にして、 voxつま
みで調整します。（0'4-4-8.voxによる送受信の切り

換え）ご注意

あまり大きな声で話したり、マイクロホンとの距
離が近すぎると、明りょう度が低下したり、（則波帯
が広がる場合があります。マイクロホンと口もとの

間隔は約5cm位が適当です。

一一ー－ vox －ー一一

口 000 
JJ. ••• 

MIC－＠一向R

＠ 
POWER ’.. ロロロロロロ司ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

' I・＇ ' 00 一一一ー『ー－ 'LC 『ーーーーーーーー
一一一一一一ロロロ回目ロロロロロロ

トALCの範囲斗

SWRについて

SWRメーターを表示させ、送信時のアンテナとの
マッチングを監視します。 SWRメーターの指示がで
きるだけ1.5以下になる状態でご使用ください。

＝ヨ受信状態に戻すには…

マイクロホンの PTTスイッチを戻すか、 REC/
SENDスイッチを RECにすると、 Sメーターに変わ

り、 ONAIRインジケーターが消灯し受信状態にな
ります。

・・－その他

PROCスイッチ、 PROCESSORつまみ
必要に応じてご使用ください。（0'4-4-7.スピーチ

プロセッサー）

RIT, XITスイッチ、 RIT/XITつまみ
相手局と周波数をずらして送受信を行うときに使

用します。

39 



4・4-2.FMモード

オートアンテナチューナーをご使用の際は、 53ページを参照してください。

SWRについて

SWRメーターを表示させ、送信時のアンテナとの
マッチングを監視します。 SWRメーターの指示がで
きるだけ1.5以下になる状態でご使用ください。

FMを選択します。

MODEキーでFMを選択します。

固園田回目

:~ 
:~·;·: 0111:1100 

マイクロホンの PTTスイッチを戻すか、 REC/
SENDスイッチをRECにすると、 Sメーターに変わ
り、 ONAIRインジケーターが消灯し受信状態にな
ります。

受信状態に戻すには…

5UB .&.F -@-PITCH ~OTC> --@-5GL 

邑：：：φ；！｜

i口口口図

固

図

送信したい周波数を設定します。このとき、他の
通信に混信を与えないことをお確かめください。通
常FMの運用は29MHz以上です。

周波数を設定します。

。
＠ 

メータースイッチ→ALC

ALCメーターを表示させます。

口互II[]

口酬

RIT,XITスイッチ、 RIT/XITつまみ
相手局と周波数をずらして送受信を行うときに使

用します。

455フィルタースイッチ
FMのデピエーションを標準とナローに切り換え

ることができます。通常は、 12kの位置で使用しま
す。 6kにすると、送信の最大周波数偏移は ±2.5kHz
になります。

その他． 

sー「＂一寸一一一「 ----:i:.--一寸
曲目DDDDODDDDDli日日日日叩凹 日日oo'b"'"
0 10 ・0 UIO HO  2・・ i!:IIDW 

POWER I I I I I I I 

••• ~QQQ回＇.＇.＇，＂＂i＂回目i＂回目白目ロロロロロロロ電話

ーーーーーー－ ALC －ーーーーーーーロロ曲目ロロロロロロロロ四回目四回目ロロ田口

口COMP

圃ιc

回園回固固 IC

送信状態にします。

マイクロホンの PTTスイッチを押すか、 REC/
SENDスイッチを SENDにすると、 POWERメー
ターに変わり、 ONAIRインジケーターが点灯し送
信状態になります。

voxの使い方

マイクロホンから音声が入ると自動的に送信状態
となり、音声が切れると受信状態になる機能です。
VOX/MANスイッチをVOX（且）にして、 voxつま

みで調整します。（0"4-4-8.voxによる送受信の切り

換え）

ooo 口

マイクロホンに向かつて話します。

ご注意

あまり大きな声で話したり、マイクロホンとの距
離が近すぎると、明りょう度が低下する場合があり
ます。マイクロホンと口もとの間隔は約5cm位が適
当です。
MICつまみは動作しません。

PTT 

スイッチ

を押す。
よl OEC/SEND ..,_ 

Eコ
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4・4・3.AMモード

AMを選択します。

MODEキーでAMを選択します。

周波数を設定します。

送信したい周波数を設定します。このとき、他の
通信に混信を与えないことをお確かめください。

PWRつまみ→最大

PWRつまみを時計方向に回し切ります。

Ml E一。一戸WR

金。 10 

咽送信状態にします。

マイクロホンの PTTスイッチを拝Iすか、 REC/
SENDスイッチを SENDにすると、 POWERメー

ターに変わり、 ONAIRインジケーターが点灯し送
信状態になります。

PTT 

スイッチ

を押す。
J:J. REC/SEND ~』

Eコ

ご注意
PROCスイッチは必ずOFF（且）の位置でご使用く

ださい。

圃

白

図

…0
川＠

オートアンテナチューナーをご使用の際は、 53ページを参照してください。

回目白

固

い＇j紅一一紅

白＇ J~：＂
雲UBAF一号）－Pl TC> 

，~］ご二二三二；τ7二一一二；！.~＇..~
日.B.B. 8. FU3.旦山 －8.8. 8・＂＇ fl E主主EB.B.8.8./i.8. : 

lwi山叫Jluji：，，日出，，iliijii:,,-i --＇住日 8.B.__B._B！：＿」
凶＇＂e三a DIGIT Aし

図 固 困固 国園 回

••MICつまみの調整
CAR LEVELつまみの調整

~ 
CAR 

一滋－

ー砂

マイクロホンに向かつて言古しながら POWERメー
ターの振れが次の値を超えないようにMICつまみを
セットします。

TS幽 950S/9505Dの場合 BOW(1.8～24MHz帯）

Mic--@---PwR : 40W (28M.Hz帯）
4: I 6 十一一一一一」I1.8-24MHz帯

ー ’~－ー司、 ←一一一一『 28MHz 

2イ《》｝－B ..  POW9:~ ？吋耐炉事証言：
o' ~o ~包括白石~oロロロロa回目白ロロ

トップカノfーにある CARLEVELつまみを回して

POWERメーターの振れを次のようにセットしま
す。

TS-9505/9505Dの場合 40W(l.8～24MHz帯）
: 20W (28MHz帯）

TS・950Vの場合4W

POWE陀

一∞一一一
一回

2
U臥
国

TS-950Vの場合 8W
MIC --@---PWR 

s「ー「寸，－「－.－，－－－，一ーーァ一一...，.

~·i·J.~mi，日aoo日~』明器日口~v~日日正．

・令 ，~，：』i市；番通：
感吟 ••• TロロロすロE回目。ロヨロロロロロロロロ聞固ロ窃

一ーーーーー－ ALC －蜘】ー
回目国間ローロ四ロロ白田ロロロ田口ロロロロ

POWER 

IYR 1;u：；，ロロロロロロロロロロ窃悶ロロロロロロロロ白Eロロロロoc
l LI 2 ョ m
－一一一－ ALC --=--- .. 
oロ回目ロロロロロ00ロロロ田町田包羽田山田

ご注意

MICつまみを時計方向に回しすぎると明りょう度
が低下します。

voxの使い方

マイクロホンから音芦が入ると自動的に送信状態
となり、音声が切れると受信状態になる機能です。
VOX/MANスイッチをVOX（且）にして、 voxつま

みで調整します。（D'4・4-8.voxによる送受信の切り

換え）

口 一ー一ー－ YOX －一一一一

。《）0J:J. MAN 

逼SWRについて

S羽TRメーターを表示させ、送信時のアンテナとの
マッチングを監視します。 SWRメーターの指示がで

きるだけ1.5以下になる状態でご使用くださしユ。

調受信状態に戻すには…

マイクロホンの PTTスイッチを戻すか、 REC/
SENDスイッチをRECにすると、 Sメーターに変わ
りONAIRインジケーターが消灯し受信状態になり
ます。

その他

RIT,XITスイッチ、 RIT/XITつまみ
相手局と周波数をずらして送受信を行うときに使

用します。
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4-4・4.FSKモード

RTTY装置を接続します。

背面のRTTY端子にRTTY装置を接続します。

。
RTTY 

FSKを選択します。

MODEキーでFSKを選択します。

「三吉］「TIITT

周波数を設定します。

送信したい周波数を設定します。ディスプレイ表
示周波数はマーク周波数です。このとき、他の通信
に混信を与えないことをお確かめください。

冒メータースイッチ→ALC

ALCメーターを表示させます。
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．
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ロロロ田口ロロロ四回目白血出回国国ロロロロ

ロIC

送信状態にします。

RTTY装置を送信状態にするか、 REC/SENDス
イッチをSENDにすると、 POWERメーターに変わ
り、 ONAIRインジケーターが点灯し送信状態にな

ります。
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オートアンテナチューナーをご使用の際は、 53ページを参照してくださしユ。

図四回 国

回
固

図 回自 困 回

圃？ードを操作します。 一一」iii PROCESSORつまみの調整

PROCESSOR・OUTつまみを回しALCメーターが
ALCの範囲の中央付近になるようにセッ卜します
(ALCメーターが振れていれば最大出力となってい

ます）。

iii SWRについて

SWRメーターを表示させ、送信時のアンテナとの
マッチングを監視します。 SWRメーターの指示がで
きるだけ1.5以下になる状態でご使用ください。

ご注意
ALCメーターがALCの範囲を超えますと送信帯域

が広がる恐れがあります。

む
5 一一「一寸一一T"一「－，－一一ー「一一一γ一ー＇

I 3 ’7 ・＂・ o eoa1 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
0 10 ,0 100 l・0 20・＂＂POWER 

・惨
山口出口一回臼臼口一一ロロロロロロロロ国民

l I・2 3 exコ
- ALCー
。一一ロロ田口国間岡山口ロロロロ回目

トALCの範囲斗

温受信状態に戻すには．

RTTY装置を受信状態にするか、 REC/SE叩Dス
イッチを RECにすると、 Sメーターに変わり、 ON
AIRインジケーターが消灯し受信状態になります。

その他

RIT,XITスイッチ、 RIT/XITつまみ
相手昂と周波数をずらして送受信を行うときに使

用します。

実際の運用には使用するターミナルの取扱説明書
にしたがい、正しくセットした上で送信するように

してください。
FSKモ←ドでは白動的にDATAモードとなります。

電源投入時の機能設定によりシフト幅を変更するこ
とができます。（0"4-3-10.電源投入時の機能設定）



4開 4-5.cwモード

電鍵プラグの接続は44ページを参照してください

オートアンテナチューナーをご使弔の際は、 53ページを参照してくださし、

受信状態に戻すには…

REC/SENDスイッチをRECにすると、 Sメーター
に変わり、 ONAIRインジケーターが消灯し受信状
態になります。

図

設！日

電鍵を接続します。

背面のELECTRONICKEY切り換えスイッチを
OFFにします。 CWKEYジャックに電鍵またはエレ
クトロニックキーヤーを接続します。

~ 
cwを選択します。

。
MARK E同

吋 日 ON

回目図国

本機のcwモニターは、内蔵発振器によるサイド
トーンと、送信する電波をモニターする信号モニ
ターのどちらか一方を聞くことができます。 MONI
スイッチがOFFでばサイドトーン、 ONでは信号モ
ニターとなります。

サイドトーンの音量はセット内部のボリュームで

変えることがでさます。（庁6-4-3.サイドトーンの音
量調整）

モニターの音量は前面ノfネルのMONIつまみで変
えることができます。

その他

。
I戸 ¥tBIー＠－ lf.・E

1¥C:;:1 仁三

品自国自白
a KENWOOD 喝

…
口
…
口
…

o
＠

亡二コ；；：：.

回
函

送信したい周波数を設定します。このとき、他の
通信に混信を与えないことをお確かめください。

MODEキーでCWを選択します。

周波数を設定します。

ご注意
MONIスイッチがONのとき、送信中に同調つま

み、またはTXVFO/SUBつまみを回すと、周波数
の切 I）換え音が発生します。

メータースイッチ→ALC

ALCメーターを表示させます。

口互立Eコ
口... 困回回図

s －了丁丁τ－.~「－：；－つ剛
日日日［］日日日日日日日日日日OD日日日日日日日日日日日日日日。叫岡山由目。削’

POWER ' ' ' ' ' ' ' 

町田ロロ岡田回目ロロロロCOCCCDCCCロロ白血“・ 2 J 00  －一一司 ALC －一一一一一ロロ田町ロ四回目四国田口町田田口白血

口COMP

.ALC 
固キーイングしますDCAR LEVELつまみの調整

ロIC

SWRメーターを表示させ、送f言時のアンテナとの
マッチングを監視します。 SWRメーターの指示がで

きるだけ1.5以下になる状態でご使用くださ l) 0 

SWRについて
キーダウン（キーをf甲す）してトップカバーにある

CAR LEVELつまみを回しALCメーターがALCの範
囲の中央付近になるようにセットします（ALCメー
ターが振れていれば最大出力となっています）。

ご注意

ALCメーターがALCの範囲を超えますと送信帯域
が広がる恐れがあります。

REC/SENDスイッチをSENDにすると、 POWER
メーターに変わり、 ONAIRインジケーターが点灯
し送信状態になります。

VOX/MANスイッチを VOX（且）にしておくと、
REC/SENDスイッチがRECでもキーダウンすると送
信状態になります。（0'4・4・6.プレークインによる
cwの送受信切り換え）

送信状態にします。

E’ －｛O
｝

A
V
 

、ゴウ

C
日

43 

.[J. RECノSENO = 

亡コ



44 

4・4・6.ブレークインによるcwの送受信切り換え

I .外部キー入力のプラグの接続方法

電鍵（キー）および外部エレクトロニツクキーヤーを使用する場合の接続方法は次のとおりです。プラグ

は市販の¢ 6.0 （直径6.0mm）を使用してください。

A
 

約流
W
摘

十
接「

ご注意
1.電鍵（キー）および外部エレクトロニツクキー

ヤーを使用する場合は、背面パネノレの
ELECTRONIC KEY切り換えスイッチは必ず
OFFにしてください。

2.外部エレクトロニツクキーヤーを使用する場
合は、プラグの極性に注意してください。または

アース 未使用＋
+5V 

「一接点電疏約lmA

アース ＋ 

II.内蔵エレクトロニックキーヤー使用の場合のプラグの接続方法

マニュピレーターを使用する場合の接続方法は次のとおりです。ステレオプラグは市販のゆ 6.0（直径

6.0mm）を使用してください。

+5V 
接点電流約lmA寸

約lmA

アース 長点短点

Ill.内蔵エレクトロニックキーヤ一回路によるブレークイン

背面パネノレのELECTRONICKEY切り換えスイッチをONにして マニュピレーターをCWKEYジャック

に接続すると、内蔵エレクトロニックキーヤ一回路によるcw運用ができます。

E二］；；：：：.（ ｝；一”｜「
11 ‘ KEY SPEEDつまみを調整して最適のキーイングス

百自由0e.iIi ·：~； 2函屈強重量 a."s.s:,
I マ；弓認二：~~~：ごと軍軍 i;,,il:ii:1;,i ピードに合わせますo

~I ＂＇＂＇＂＂＂日目白日 出 』己E

］ 山＋川 il門 市 町

：護：：間勢llf~開1
(c3) 口 Eコ口口｜｜ 長雨副i
¥;;;;!) ：な：. rn-<>-•••IID"l~I 

⑬窃窃II~回国
戸・｜｜奇Ot)OO

つまみを押すと飛び出します。もう一度押し込むと、もとの
KEY SPEEDつまみー←一 一状態に戻ります0

・ウエイト調整

内蔵エレクトロニックキーヤーは工場出荷時、次のように長点と短点の比を設定してあります。

短点、スペース
1 : 1 

長点
3 

スペース



長点、と短点の比は、 KEYSPEEDつまみの位置に関係なく、 1:3の比になっていますが、セット内部のス

イッチを切り換えることにより、 1:3以外の比に強制的に設定したり（マニュアルウエイト）、キーイングの

スピードに連動して自動的に長点と短点の比が変化する（オートウエイト）とすることができます。

スイッチはコントロールユニットのS2です。（下図参照）

S2-4 オート、マニュアル切り換え

S2・3 モード切り換え

S2・1,S2・2 マニュアルウエイト設定

マニュアルウエイト
長点と短点の比を4種類に設定することができます。

設定するスイッチは、 S2-1,S2-2です。（S2・4がONのときは動作しません）

短点：長点 52-1 52-2 

1: 3.0 OFF OFF 

1: 2.8 ON OFF 

1: 3.2 OFF ON 

1:3.4 ON ON 

ご注意
長点と短点の比はおおよその値です。
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オートウエイト
長点と短点の比がキーイングスピードに連動して4種類、設定することができます。

設定するスイッチは、 S2-3,S2-4です。

（初期設定状態）

52-3 

OFF ON 
52-4 

（ノーマルモード） （リパースモード）

キーイングのスピードが早く キーイングのスピードが早く ON 
なると長点が長くなります。 なると長点が短くなります。

長点と短点の比が変化するスピードの目安は次のとおりです。

KEY SPEED 

つまみ位置

10-2時

ト 10時瓶一
KEY SPEEDのつまみ位置

52・3
8～10時 1 0～2時 2～5時

OFF 1: 2.8 1: 3.0 1: 3.2 

ON 1: 3.2 1: 3.0 1: 2.8 

ご注意

1. KEY SPEEDつまみには、 10時噴と2時頃に変化点がありヒステリヒス特性を持っていますので、回
しても切り換わるまでに多少時聞がかかります。

2.長点と短点の比はおおよその値です。
3.フルブレークインによる運用時、送受信切り換えのタイミング時間の分だけ送信波形が、短点で

50%デューティーより短くなるのを防ぐため、内蔵エレクトロニツクキーヤー回路でデューティー
の補正を行っています。
外部エレクトロニックキーヤーを使用したときは、この補正が行われませんので、送信波形がエレ
クトロニックキーヤーの波形より細くなります。
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IV. ブレークインによるcwの送受信切り換え

ご注意

電鍵（キー）および外部エレクトロニツクキーヤーを使用する場合は、背面ノfネルの
ELECTRONIC KEY切り換えスイッチは必ずOFFにしてください。
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⑬窃窃II品戸。

VOX/MANスイッチをvox
FULL/SEMIスイッチをSEMI

にします。

REC/SENDスイッチをt甲さなくても、キーグPウンす

れば自動的に送信状態になり、キーアップしでも一定

時間（前面パネルのDELAYつまみで可変できます）は送

信状態が保持され、その後、受信状態に戻ります。

,,,1：φ；｜「二二二：

講料gli コ：謹設設：轟~－；，間
~ I "' "'"'"'"' ＂ ＂ 目 出 品 目

VOX/MAN 

スイソチ

．フルブレークイン

VOX/MANスイッチをvox
FULL/SEMIスイッチをFULL

にします。

キーダウンすれば自動的に送信状態になり、キー

アップするとただちに受信状態に戻ります。従って、

キーイング中でもモーノレス符号のスペース時に受信状

態に戻ります。

ご注意
1.リニアアンプTL・922（別売）を接続すると、フルブ

レークインの動作はできません。リニアアンプを
接続したときは、 6-4・7項を参照してください。

2.キーイングスピードを速くすると、送受切り換え
時間が短くなり、限界を越えると通信不能になり
ます。この場合は、セミプレークインで行ってく
ださしユ。

3.フルプレークインによるスプリット運用時、送受
信周波数の組み合わせによってはモニター音また

は受信音にクリックが聞こえることがあります。
4.フルプレークインによる運用時、送受信切り換え

のタイミング時間の分だけ送信波形が、短点で
50%デューティーより短くなるのを防ぐため、内
蔵エレクトロニックキーヤ一回路でデューティー

の補正を行っています。
外部エレクトロニックキーヤーを使用したとき
は、この補正が行われませんので、送信波形がエ
レクトロニツクキーヤーの波形より細くなりま
す。

5. FULL/ SEMIスイッチがFULLのとき、 REC/
SENDスイッチをSENDにしますとキーイングと

は無関係に連続した電波を送信しますのでリニア
アンプの調整などに便利です。
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4・4・7.スピーチプロセッサー

SSBで送信時、こちらからの信号が相手局に対して弱いときに効果があります。

；台北；！日喪
主申議11:1富
る富良一

I. PROCスイッチ

II. METERスイッチ

Ill. PROCESSOR INつまみ

IV. PROCESSOR OUTつまみ

このスイッチをONにするとスピーチプロセッサー

が働きます。 OFFにするときは、もう一度押してくだ

さい。

Eコ

COMPメーターを表示させます。

このつまみで、コンプレツションレベルを調整しま

す。コンプレッションレベルは、 lOdB以内でご使用

になることをおすすめします。
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この範囲内でご使用ください。

このつまみで、出力レベルを調整します。 ALCの範

囲内でご使用ください。

PROCESSOR 

INー＠－ OUT 

4 , 6 

2支）｝a

0 10 

・砂
POWE：？；通事i両市議園

COMP 四回目ロロロロ回f,fロ回目ロロ吉田ロロロロロロロロ四

ーーーーーー－ ALC －ーーーーー一一ー

この範囲内で

ご使用ください。
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4・4・8.VOXによる送受信の切り換え（558,FM, AMモード）

VOX/MANスイッチをvoxにすると、 SSB,FM, AMモードで音声により送受信の切り換えを行うことが

できます。

VOX/MAN 

スイッチ

I. VOXIMANスイッチ

II. DELAYつまみ

Ill. ANTIつまみ

IV. GAIN・つまみ

48 

｜亡二川｝つまみ加と飛び出します。もう一度押山、もと

DELAYつまみ｜の状態に戻ります。

vox動作（SSB,FM, AMモード）およびプレークイン

動作（CWモード）のスイッチです。 VOX（且）でvoxま

たはプレークイン機能が動作します。

日
MAN 

vox動作時、遅延時聞を調整するつまみです。適

当な位置でご使用ください。

。
vox動作中にスピーカーより出た音でvox回路が

誤動作しないように調整します。（ヘッドホン接続時

は動作しません。）

。
voxアンプの利得を調整するつまみです。 vox動

作が最適になるように調整してください。

。＼



4・4聞 9.オンエアーモニターについて

MONIスイッチをONにすると、送信中の信号をモニターすることができます。

M0~,1 

スf ノ子

ロユ－ω可「一二三二二二
；色川島i恒盟店：里町E
~豆王望｜ HF T 回 A初日rn日 TS·95目一戸~

：喜；ψ・.a.11：：：園田

る通蚕［［ふる.( 

I .乱10NIスイッチ

このスイッチをONにすると、送信電波のモニター

ができます。

II. MONIつまみ

このつまみでモニターの音量を調整します。

ul(5t 

MONI l 、つまみを押すと飛び出します。もう一度押し込むと、もと
つまみ」 J の状態に戻ります。

本機のモニタ一回路は、従来のIF段でのモニターと異なり、下図のように実際の運用状態でのモニター

ができます（FMを除く）。

ご注意
サプ受信機でのAGCが働きますので、送信出力にかかわらず一定の音量となります。

メイン送信部

ANT 

マイクロホン

サブ受信部

FMモードでは、クリッパ一回路を通ったあとの信号をモニターしますので、過変調などのチェックがで

きます。

ANT 

7 イクロホン
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4-4-1 O.XITについて CLEAR 

スイソチ

RIT/XIT 

つまみ

受信周波数を変えずに送信周波数を土9.99kHzまで

可変することができます。設定周波数はディスプレイ

土に表示されます。

RITで受信周波数を動かした場合、そのままの状態

で送信すると相手局にずれたままの周波数で送信する

ことになります。そのようなときは同調つまみで変え

ることなく XITスイッチを押すだけですみます。 OFF

にするときは、 XITスイッチをもう一度押します。

XITによるシフト量をOにするときは、 CLEARスイッ

チを押しでください。

4-4・11. SPLIT（たすきがけ）による交信

VFO A, VFO B，メモリーチャンネノレにそれぞれ周波数を設定し、送受信を異なった周波数で交信するこ

とができます。

FUNC丁ION

RX TX 
VFOA VFOB MEMORY 

VFO VFO 

A A 送受信

A B 受信 送信

A M.CH 受信 送信

B A 送信 受信

B B 送受信

B M.CH 受信 送f言

M.CH A 送信 受信

M.CH B 送信 受信

M.CH M.CH 送受信

TF”SET操作

SPLIT動作のとき、受信中にTF-SETキーを押すと、押している間だげ自局の送信周波数のチェックおよ

び設定ができます。

キT
1
 

仁
l
l
l

Q
u
 

r1 
7
1
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1. TF-SETキーを押すと、送イ言局波数で受信状態とな

り、送信周波数を受信することができます。送信時

は動作しません。

E亘



2. TF-SETキーを押しながら同調つまみを回すと、受

信状態のまま自局の送信周波数のチェックおよび設

定ができます。

E亘

3.送信用波数の設定およびチェックが終わったら、

TF-SETキーを離します。もとの受信周波数に戻り

ます。

4・4・12.RTTY通信（FSKモード）

RTTYについて

ティス

フ凶レイ

＝コ

プリンター

りF務理帯捕欝f¥ k¥' 
I RMf-凶州当戸．〔』l=I＂＂＇円とコ’白 i巳【

RTTY装置

スタート
I I 2 3 4 5 ストップ

左図のようにキーボードの付いたRTTYターミナル

ユニットと、モニターディスプレイまたはプリンター

で構成される RTTY装置を使用し、キーボードをたた

くと自動的にその文字や数字の符号を送り出し、また

受信した符号を自動的に文字や数字に変換してそニ

ターディスプレイに写し出したり、またはプリンター

に印字する通信方式をRTTY（ラジオテレタイプ）とい

います。

eRTTY符号

アマチュア無線に使用される RTTYの代表的な符号

は、図のように5単位のマーク符号とスペース符号で

構成されています。英文字、数字、特殊記号を5単位

の符号に変換して送受信を行います。最近では符号の

誤受信を防止するため、エラーチェックを含んだ符号

の組み合わせによる一歩進んだ通信も行われていま

す。

eRTTY装置

RTTYの符号をつくりだすためには、 CPUを内蔵し

た尊用のヨード交換機能を持ったRTTYターミナルユ

ニットを使用する方法と、パーソナ／レコンピュータを

利用してコード交換を行う方法があります。
マークーー『 rー『 ，－－ーー『 Fー

このコード変換された出力でセットのRTTY端子を

キーイングします。
スペースー一→－ －品J L...ー」 '---' 

(al 

スタート スタート

マーク

ストソプ

トー一一一－A

5単位のRTTY符号

受信したRTTY信号を直接理解できる文字や数字に

変換するためには、受信音をデモジュレーターを通し

て直流信号に変換してCPU内蔵のターミナルユニット

ストソプ｜やパソコンでコード変換を行い モニターディスプレ

B一一一『｜ イやプリンターに出力します。
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FSK運用

3
1
T
 

¥ I I I 

購 韓関員 l 1~1il 

RTTY装置

可聴周波のRTTY信号

EXT SPジャ yクまたはACC2コネクター③ピン

(PHONE山 H吋子 REMOT同クタ）
ー①ピンにも出力されています。 ／ 

SS（スタンハイスイッチ）

送受信の切り換え

本機の送受信の周波数関係は、下図に示します。

なお、 FSK運用時の周波数表示はマーク周波数

を表示しております。
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4-4-1 3.アンテナチューナーの使い方

アンテナチューナーは、 20～150D(SWR約2.5: 1）の範囲で同調を取ることができます。接続するアンテナ

系のSWRが整合範囲外の場合は無理に向調を取らずにアンテナ系を調整してからご使用くださし＝。なお、 s
タイプはチューニング中、送信電力が自動的に約lOWとなります。

アンテナチューナーは、 SWR{i直の高いアンテナのSWR値を低くすることができますが、電力を有効に空

間に送り出すためには正しく調整されたSWR{i直の低いアンテナを使うことが重要です。

AT TLJf,JE 

イン Jケータ

THRUIAUTO 

スイメチ

はと噌揖？
五百－＝－~Y.i.叩~記号 一－

~~句：－－~：~：：罰
る議i:1~言培AT「UNE

スイソ子

トップカパー

ーな刺殺ーが
F
ト

」

門

U

M
川

〒

l

川
川
M
I
l
l
！

日

U

了
l

E

A

州

U

一川口

u
－
－

U
 

T
h
E

，111
1
1
1
t
i
t
t
i－
－

M
N
 

e
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H

 

n
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u

m

 

nMHH 正

N

H
叩
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uい
「

じ

1
1
！
J

D

K

一一

門

wn

一一

。

」

一

戸

R

E

A

「
L

A

V

M

門

司

c目
印

1. THRU/ AUTOスイソチを AUTOにします。 AT

TUNEインジケーターが点灯し、フリセットきれ

ます。

2.プリセットが完了するとATTUNEインジケーター

が消えますので、 ATTUNE スイッチ ~ON にしま
すのモードがcwとなり、 ATTUNEインジケータ

ーが点灯し、チューニングを開始します3

ご注意

トップカバーにあるCARLEVELつまみが反時
計万向に回し切ってあると動作しません。

3.チューニングが完了すると、 ATTUNEインジケー

ターが消えますのでATTUNEスイッチをOFFにし

ます。

4.約15秒しでもチューニングが完了しない場合は、

ビープ音による警告音がでますので、 ATTUNEス

イッチをOFFにします。次にトップカバーにある

TUNEスイッチをMANUにし、もう一度ATTUNE 

スイッチそONにします。そして、 SWRメーターを

見ながらトップカバーにある R血TUNE,X-TUNEつ

まみを交互に回してSWR値が最小になるように調

整します。チューニングが完了すると、 ATTUNE 

インジケーターが消えます。一度消えたあとは、つ

まみを回しでもチューニングは行われません。

ご注意

マニュアルモードでも SWRが下がらない場合
は、アンテナのSWR調整を行ってください。

プリセットメモリーについて

本機は、各アマチュアバンドごとにチューニングの状態を記憶するプリセットメモリー機能がありま

す。一度チューニングを取ると、そのチューニング状態を記憶していますので、他のアマチュアバンド

から戻ってくると、自動的にもとのチューニング状態に設定されます。したがって、チューニングに要

する時間が短くなります。 THRU/AUTOスイッチをAUTOにするとアマチュアバンドを切り換えたと

き、 ATTUNEインジケーターが点灯します。これは点灯中にプリセット動作を行っているためです。

工場出荷時は、 50.Qのグミーロードをアンテナ端子に接続し、チューニングがとれた状態でプリセッ

トしであります。

ご注意

一度チュ一二ンクを取ったあと、他のアマチュアバンドに移 I）両ぴ戻勺てきたとき、SWRが高くな

ることがあります。この場合は、もう一度ATTUNEスイッチをONにし、チューニングを取ってく
ださし、。
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4・4-14.データ通信（PACKET・AMTOR通信など）

ACC2 

コネクター

54 

1.背面パネルのACC2コネクター（13ピン）へ外部から

通信用ターミナルの信号ラインを接続します。

ACC2コネクターのピン配置図は22ページを参照し

てくださしh

2. AFSK信号を入力してFlで運用する場合はLSBまた

はUSBモード、 F2で運用する場合はFMモードを選

択します。

一般的に AMTOR通信は USBモード、 HF帯のパ

ケット通信（Fl）はLSBモードを使用します。 28MHz

帯ではFMモードも使われます。

ご注意
パケット通信でUSBモードを使用したときは、

読み取り周波数が変わります。

3.通信ターミナルからの送信指令（一般的にはキー

ボードから入力します）により送信します。

4. LSBまたはUSBモードを使用したときは、 SSBの送

信と同じようにALCメーターの振れがALCの範囲

を超えないようにMICつまみをセットします。

5.データ通信専用のスタンパイ端子（ACC2コネクター

の9番ピン： PKS端子）を使用した場合、マイクロホ

ンが接続されていても、データ通信のターミナル側

から送信したときは、音声は自動的にOFFになりま

す。

ご注意
1.実際の運用には使用するターミナルの取扱説明

書に従い、正しくセットした上で送信するよう
にしてください。

2.ターミナルからの変調信号が大きすぎてMICつ
まみを絞っても変調がひずむ場合は、ターミナ
ル側の変調出力を下げてください。もし、ター
ミナルの出力レベルが固定されている場合は、
本機内の半固定ボリュームで絞ることもできま
す。（O'6-4-5.データ通信変調入力の調整）

3. FSKモードでは、自動的にDATAモードとなり

ます。

6.前面パネルにあるDATAキーをONにすると、マイ

ク入力回路はオフとなり、マイクロホンからの信号

は入力されなくなります。

データ通信専用のスタンパイ端子（ACC2コネクター

の9番ピン： PKS端子）を使用しでも同様です。

REMOTEコネクターから外部スタンパイを行う場

合、 LSB,USBモードではマイク入力回路とデータ

用変調信号が同時に入力されますので、必ずDATA

キーを押してマイク入力回路をオフにして、誤動作

を防止します。

FMモードのときにDATAキーをONにするとスケル

チの時定数が高速になります。



4-5. メモリー

4・5・1.マイクロフロセッサーバックアッフ用リチウム電池について

本機は、リチウム電池でメモリーのパックアップをしています。このため電源スイッチを切っても、メ

モリーは保持されています。リチウム電池の寿命は約5年です。電源スイッチを入れたとき、前にメモリー

した内容が消えるようでしたら、リチウム電池の寿命です。早めに電池交換を行ってください。リチウム

電池を交換する場合は、購入店または最寄りのサービスセンターにご相談ください。

4・5・2.マイクロプロセッサーの初期設定状態とリセット

・初期設定状態

・リセット
次の2通りの方法があります。

POWERスイ yチ

一一一一一自の.・ ~· 
~璽互里~ττ：？？て三三三ご三二三て三三

官砂香川τ言
’c c;,~~ LJ＿；守i~ ！bci:。O・・Qfl:oふるも F1X .. SUBキー

A=Bキ

4-5-3.メモリーチャンネル

メモリーできるチャンネル数は100チャンネルです。

4-5-4.メモリーの内容

周波数 モード

VFOA 14.000.00 USB 

VFOB 14.000.00 USB 

メモリーチャン
ネル（00～99)

1. A二 Bキーを押しながら、 POWERスイッチを入れ

ると初期設定（リセット）されます。

ご注意

この初期設定を行うとメモリー内容などがすべ
て消去されます。

2. RX砂SUBキーを押しながら、 POWERスイッチを入

れるとメモリーチャンネル周波数を除き、消去され

ます。

チャンネル番号 名称

00～89 標準およびスプリットメモリー
チャンネル

90～99 区間指定メモリーチャンネノレ
（プログラマブルVFO)

各メモリーチャンネルにメモリーできる内容は右のとおりです。（0：メモリー可、×：メモリー不可）

チャンネル番号 00～89 90～99 

送受信周波数 。 。
モード 。 。

フィルタ一帯域 。 。
サブトーン周波数 。 × 

トーンON/OFF 。 × 

上限・下限周波数 × 。
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4・5幽 5.メモリーの入力および書き換え

．標準メモリーチャンネル（00～89チャンネルのなかで標準メモリーチャンネルとして使
用する場合）

1.メモリーさせたい周波数などをメイン周波数表示に

設定します。モードを設定します。

（例）VFOAに14.175MHzを設定した場合

司囚,u ,ncnn 円円円

I ，.”ユ•LJ LJ kHz U. U U kHz 

2. M.INキーを押します。メイン周波数表示には、最

後に操作したメモリーチャンネルが表示されます。

国・＋

キ、／一ア

M. CH 

咽n
u
 

n
u
 

n
U
凶

I
川

n
u
剛
山

n仏
。
山

M SCR 

M.CH/VFO CHつまみM.INキー

（メモリーチャンネル00が空きチャンネルの場合）

3.メモリースクロー／レ状態となり、メモリーチャンネ

ルをM.CH/VFOCHつまみまたはテンキーにより指

定します。

邑置自
由自由
百聞置
聞 置 面

まfこは。
~ 

M CH 

回司3
J
 

nu 

n
U
凶

I

川

n
U
剛
山

n
u
o川

－
t
 

M. SCR 

（メモリー子ヤンネル03が立さチャンネJレの場合）

ご注意

メモリーきれているチャンネルを選択すると、
次にM.INキーを押したとき、そのチャンネルの

メモりー内容は消去されます。

4.再び、 M.INキーを押しますと、メモリースクロー

ル状態が解除され、指定されたメモリーチャンネ／レ

に1.で設定した周波数およびモードなどがメモリー

され、もとの動作状態に戻ります。

匡亘

~ 
司囚,u ,ncnn 円円円

I ，.”ユ•LJ LJ kHZ U. U U kHZ 
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．スプリットメモリーチャンネル（00～89チャンネルのなかでスプリットメモリーチャン
ネルとして使用する場合）

受信および送信周波数を同一にすると標準メモリーチャンネルと同じように使用できます。

1.メモリーさせたい受信周波数などをメイン周波数表

示に設定します。モードを設定します。

（例）VFOAに21.200MHzを設定した場合

司囚
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2. A=Bキーをt甲します。

3. TX VFOをBにしてTXVFO/SUBつまみでメモリー

させたい送信周波数を設定します。

（例）VFOBに21.210MHzを設定した場合

ρ』

, n n n 
’u.u u 

TX VFO/SUBつまみ

テンキ

A=Bキー

4. M.INキーを押します。メイン周波数表示には、最

後に操作したメモリーチャンネルが表示されます。

匡E
~ 

回4
 

3
J
 

nu 
n
U
凶

l

川

n
U
叩
ー
山

内
仏

o
u

M
n
u
m
 

n
U
1
 

C

ムー
n
，m
 

U
L
m
 

M. CH 

（メモリーチャンネル03に 14.175MHzがメモリーされている場合）

5.メモリースクロール状態となり、メモリーチャンネ

ルをM.CH/VFOCHつまみまたはテンキーにより指

定します。
仁二ITコ E二王互コ E二三二コ

EヨEヨEヨ
仁二豆二コ C二豆二コ E二E二コ

EヨEヨ0::コ
自由由
仁二二コ仁三互コ E二二コ
匡亘 Eヨ10]

または。
Jル

M. CH 

I 3司回

M. SCR 

nnn  ・ o k H zιJ. LJ LJ kHz 
0 100 200 300 ・00 !100 1100 7・0 目00 900 1000 1,,,,l,,,,l,,,,l,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1 

（メモリーチャンネル10が空きチャンネルの場合）

ご注意

メモリーされているチャンネルを選択すると、
次にM.INキーを押したとき、そのチャンネルの

メモリー内容は消去されます。
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6.再び、 M.INキーを押しますと、メモリースクロー

ル状態が解除され、指定されたメモリーチャンネル

に1.と3.で設定した周波数およびモードなどがメモ

リーされ、もとの動作状態に戻ります。

匡E

Jル
, n n n ’ιJ.ιJ Li 

J
L
 

P』

～「

田
園

司I I マt・7n I・7／・7
C I.C LJ LJ.LJ LJ kHz D.D D,Hz 

．区間指定メモリーチャンネル（プログラマブルVF0)(90～99チャンネル）

このメモリーチャンネルは、送受信周波数、上限および下限周波数がメモリーされます。モードおよび

フィルタ一帯域はメイン周波数表示に設定されたものがメモリーされます。上限および下限周波数を同一

にすると標準メモリーチャンネルと同じように使用できます。上限および下限周波数をメモリーすること

により、メモリーチャンネルでありながら、その範囲をVFOのように可変できるチャンネルです。可変し

た周波数を送受信周波数としてメモリーしています。周波数の可変は同調つまみで行います。また、モー

ドも変更できます。 1MHzUP /DOWNスイッチを押すと、上限または下限周波数に移動でき、範囲も確認す

ることもできます。（CT4-5-9.上限および下限周波数の確認方法）

区間指定メモリーチャンネルに使用したいバンドの範囲をメモリーしておき、チャンネル切り換えをバ

ンド切り換えのように使用すると、コンテストのときなどにすばやく周波数を移動できます。

1.メモリーさせたい下限周波数（または上限周波数）を

メイン周波数表示に設定します。

（例）VFOAに7.030MHzを設定した場合

〈コ回

n
U
叩

I
川

n
U
剛
山

n
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l
 

n
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r
 

n
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r
 

n仏
r

3
J
r
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2. A二 Bキーをf甲します。

3. TX VFOをBにしてメモリーさせたい上限周波数（ま

たは下限周波数）をTX周波数表示に設定します。

（例）TXVFO Bに7.100MHzを設定した場合

SPLIT 

n ,nnn，・7
’－’ Li LJ. Li LJ 

司園』

テノキ
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4. M.INキーを押します。メイン周波数表示には、最

後に操作したメモリーチャンネルが表示されます。

匡E
~ 

Inn n u.u u ID <J回』♂ 1.2

M. CH 

n
u

叩
I

川

n
u
剛
山

n仏
。
川

M
n
u
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n
u
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n仏
山
山

n
u
m
 

p
－m
 

J
ぞい

（メモリーチャンネル10に受信周波数21.200MHz、送信周波数21.210MHzがメモリーされている場合）

5.メモリースクローノレ状態となり、メモリーチャンネ

ル（90～99チャンネル間）をM.CH/VFOCHつまみま

たはテンキーにより指定します。

閏聞置
E二豆二コ仁二豆二コ E二豆二コ

EヨEヨEヨ
百聞置
面置邑

まTこはむ
~ 

M. CH 

• • kHz D. DD kHz 9 D司E・100 20・JOO 400 !100 ・00 700 800 ・00 100。1,,,,1,,,, l』1,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1 

M SC陪PRG 

（メモリーチャンネル90が空きチャンネルの場合）

ご注意

メモリーされているチャンネルを選択すると、
次にM.INキーを押したとき、そのチャンネルの
メモリー内容は消去されます。

6.再び、 M.INキーを押しますと、メモリースクロー

ル状態が解除され、指定されたメモリーチャンネル

に1.と3.で設定した周波数およびモードなどがメモ

リーされ、もとの動作状態に戻ります。

国・＋
n ,nnnn 
’・’ uu. u u 

司囚
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川
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ご注意
1.モードおよびフィルタ一帯域は、 M.INキーを押したときにメイン周波数表示に設定されていたものが

メモリーされます。
2.プログラムスキャンは、 M.INキーを押したときにメイン周波数表示に設定した周波数からTX周波数表

示に設定した周波数の方向にスキャンします。
3. RX VFOをBとしてメイン周波数表示に周波数を設定しても同様にメモリーできます。
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4・5・6.メモリーチャンネルの呼び出し

次の方法により、希望のメモリーチャンネルを呼び出すことができます。

VFOキ テンキー

M.CH/VFO CHつまみ

1. VFO動｛乍をしている場：合、 RXVFOかTXVFOを

M.CHにするか、両方とも M.CHにします。ディス

プレイには、最後に操作したメモリーチャンネノレが

表示されます。

2. RX VFOのみM.CHのとき、または両方ともMCHの

ときは、 M.CH/VFOCHつまみまたはテンキーで希

望のメモリーチャンネルを選択で、きます。

TXVFOのみM.CHのときは、 M.CH/VFOCHつまみ

で希望のメモリ←チャンネノレを選択できます。

M. CH/VFOCH 。まfは

3. VFO動作に戻すときは、 M.. VFOキーを押してメモ

リーの内容をVFOに移すか、 RXVFO, TX VFOを

A(VFO A）またはB(VFOB）にしてください。

匡亘 社は

4幽 5・7.メモリーチャンネルのスクロール

次の方法により、受信周波数を変えずにメモリーチャンネルの周波数がチェックできます。

テンキー

>Ore --iJl-SOL 0~ ＂十ド， ,ca 

CLRキ一 M.INキ－ MCH/VFO CHつまみ
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1. M.INキーを押し、メモリースクローlレ状態にしま

す。なお、表示周波数が変わりますが実際の受信

は、 M.INキーを押す前の周波数で行われていま

す。
~ 

2. M.CH / VFO CHつまみまたはテンキーでメモリー

チャンネルの周波数がチェックできます。

M CHノVFOCH 

。まfこは

Eヨ置自
由芭冒
E罰百置
薗冒量百

3.メモリースクロール状態を解除する場合、 CLRキー

を押してください。

亡二二二コ

E亘



4-5”8.メモリーチャンネルからVFOへのメモリーシフト

メモリーチャンネノレにメモリーした内容をVFOへシフトすることができます。

1. VFO動作をしている場合、 RXVFOかTXVFOを

M.CHにするか、両方とも M.CHにします。ディス

プレイには、最後に操作したメモリーチャンネルが

表示されます。

2. RX VFOのみM.CHのとき、または両方ともM.CHの

ときは、 M.CH/VFO CHつまみまたはテンキーで希

望のメモリーチャンネルを選択できます。

TXVFOのみMCHのときは、 M.CH/VFOCHつまみ

で希望のメモリーチャンネノレを選択できます。

テンキー

次の方法により、

VFOキー

EヨDCヨ
百聞 冒
百出E雪
面置 置

または0 
M.CH/VFO CHつまみ

3. M砂VFOキーを押すと、そのメモリーチャンネルの

内容がVFOへシフトされ、 VFO動作に切り換わり

ます。

RX, TXのどちらか一方がメモリーチャンネルの場合
スプリットメモ
リーチャンネル
の場合

標準メモリー
チャンネルの場
d』
q 

ζユ

~ 
ζエ

。
国

G

E

C

 

。E
o

c
園

。

ζユ

匡亘
ζ＞ 

ご注意
1. M砂VFOキーを押した時点でもとのVFOの内容

は消去されますが、メモリーチャンネノレの内容
は消去されず、に残っています。

2.選択したメモリーチャンネルに何もメモリーさ
れていない場合、 M砂VFOキーを押してもシフ
ト動作は行いません。
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4聞 5・9.上限および下限周波数の確認方法

次の方法により、 90～99チャンネルにメモリーした上限および下限周波数を確認することができます。

VFOキ テンキー

1MHzスイソチ I M.CH/VFO CHつまみ

M._VFOキ

1. VFO動作をしている場合、 RXVFOをM.CHにする

か、両方とも M.CHにします。ディスプレイには、

最後に操作したメモリーチャンネルが表示されま

す。

2. M.CH/VFO CHつまみまたはテンキーで確認したい

メモリーチャンネルを選択します。

。または

百 百 自
由冒置
百聞置
面 百 冒

3. 1MHzスイッチのUPを押すと、上限周波数（または

下限周波数）が確認できます。

4. 1MHzスイッチのDOWNを押すと、下限周波数（ま

たは上限周波数）が確認できます。

5. VFO動作に戻すときは、 M砂VFOキーを押すか、

RX VFO, TX VFOをA(VFOA）またはB(VFOB）にし

てください。

匡亘 まfこは

4圃 5・10.メモリーチャンネルのモード、 フィルタ一切り換え

メモリーチャンネル動作時に、モードやフィルターを切り換えることができますが、ふたたび呼び出し

たときは、もとのモードやフィルターに戻ります。
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4・5-11.メモリーチャンネルの消去
次の方法により、希望のメモリーチャンネルを消去できます。

VFOキー テンキー

M.CH/VFO CHつまみ

I. VFO動作をしている場合、 RXVFOかTXVFOを

M.CHにするか、両方とも M.CHにします。ディス

プレイには、最後に操作したメモリーチャンネルが

表示されます。

2. M.CH/VFO CHつまみまたはテンキーで消去したい

メモリーチャンネルを選択します。

問 または

3. CLRキーを約2秒間押し続けます。表示周波数が消

えて、メモリーチャンネノレが消去されます。

聞

4. VFO動作に戻すときは、 RXVFO, TX VFOを

A(VFO A）またはB(VFOB）にしてください。
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4・6.スキャン

4・6・1.メモリースキャン

VFOキ

…川＂＇ .：.－一二二·~.~
{~· :;・ :.~l~ ,fr:•• B B.華且8.8.8.8.B.B. i 

M.,.VFOキー

64 

1. VFO動作をしている場合、 RXVFOをM.CHにする

か、 RXVFO, TX VFOともM.CHにします。ディス

プレイには、最後に操作したメモリーチャンネノレが

表示されますc

2. SCANキーを押すと、メモリーされているメモリー

チャンネノレを繰り返しスキャンしますQ

国

ιM. OH 

00 

M. OH 

99 SCANキーを押す

l
i
l
l
O
 

ーー｜
一一-

－ 

ご注意

メモリーチャンネルにひとつも書き込まれてい
ないとき、またはすべてロックアウトされている
とき SCANキーを押すと、モールス符号で
CHECKとスピーカーより出力します。

3.スキャン動作を解除する場合は、 CLRキーを押して

ください。

c:::::コ
[CfilJ] 

4. VFO動作に戻すときは、 M’VFOキーを押すか、

RX VFO, TX VFOをA(VFOA）またはB(VFOB）にし

てください。

雇亘 または



4-6・2.グループスキャン

100チャンネルを10チャンネノレごとに（00～09,10～19，・・・・・・・， 90～99）のグループに分け、そのグループの範

囲でメモリーされているチャンネノレのみスキャンします。

VFOキ 子ンキ

M•VFOキー
CLRキ

SCANキ

1. SCANキーを押しながらテンキーでスキャンさせた

いク、、ループの最初のチャンネル（10桁台）を指定しま

す。

仁口

亡口
仁訂

仁日

。～9チャンネノレ

10～19チャンネノレ

20～29チャンネノレ

90～99チャンネル

2. SCANキーを離します。スキャンがスタートしま

す。

（例1）グループ2のOJを指定した場合

グループ2

CH20 CH29 

I : 
L一一一一一一一一一一 一 一一一一一一」

（例2）グループ1のロコおよびグループ3の仁己を指

定した場合

グループ1 グループ3

CHl O CHl 9 CH30 CH39 

3.スキャン動作を解除する場合は、 CLRキーを押して

くださし迫。グループの指定は再設定されるまで解除

されません。

亡二二二コ
[CfilJ] 

4. VFO動作に戻すときは、 M砂VFOキーを押すか、

RX VFO, TX VFOをA(VFOA）またはB(VFOB）にし

てください。

匡雪 または

65 



4・6・3.メモリーチャンネルロックアウト

メモリースキャンをするときに飛び越したいメモリーチャンネルを指定できます。

VFOキ テンキー

MじH/VFOCトイつまみ

M,..VFOキ
Cl Rキー
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1. VFO動作をしている場合、 RXVFOかTXVFOを

乱1.CHにするか、 RXVFO, TX VFOともM.CHにし

ます。ディスプレイには、最後に操作したメモリー

チャンネルが表示されます。

2. M.CH/VFO CHつまみまたはテンキーで、ロックアウ

トしたいメモリーチャンネルを選択します。

0 まfこは

ld:lJlC!コCD

閏 E自由
自 由 冒
面 百 聞

3. CLRキーを押すとメモリーチャンネル番号の横の小

数点、マークが点灯し、ロックアウトされたことを示

します。
「一一一一一一
ご注意
CLRキーを押し続けますと、

去されます。

面 ー令

メモリー内容が消

点灯します。

4.もう一度CLRキーを押すと、小数点マークが消え、

ロックアウトが解除されます。

面

ご注意
メモリーされているすべてのチャンネルをロッ

クアウトしてメモリースキャンを行二うと、モーノレ
ス符号でCHECKとスピーカーより出力します。

5. VFO動作に戻すときは、 M砂VFOキーを押すか、

RX VFO, TX VFOをA(VFOA）またはB(VFOB）にし

てください。

匡亘 まfこは



4・6・4.プログラムスキャン

VFO AまたはVFOB動作中にSCANキーを押すと、そのときの周波数から高くなる方向（または低くなる

方向）にスキャンをはじめます。

テンキ

i~日；：；，，J晶

CLRキ－ SCANキー

チャンネルの指定

1. SCANキーを押しながら区間指定メモリーチャンネ

yレ（90～99チャンネノレ）の末尾の数字に相当するテン

キーを押してください。

例えば、 93チャンネルならテンキーの3を押してく

ださい。 93チャンネルにメモリーされた周波数帯

をスキャンします。

2.スキャン方向はメモリ一時、メイン周波数表示に設

定した周波数からTX周波数表示に設定した周波数

の方向にスキャンします。

匡亙

3.スキャン中でもモード、選択度を変更することがで

きます。

4.スキャン動作を解除する場合は、 CLRキーを押して

ください。

仁二二コ

E司

90チャンネルに何もメモリーしていない場合、 SCANキーを押した時点で自動的に次の周波数が90チャン

ネルにメモリーされます。

下限周波数 10.00kHz 

上限周波数 30.000MHz

確認方法は、 4-5-9項を参照してくだきい。

複数の区間指定メモリーチャンネルを順番にスキャンするニとができます。（最大10チャンネルまで）

ニの場合、若いチャンネル番号より順番にスキャンします。

（例）メモリーチャンネル 91に14.000MHz（下限）、

14.0lOMHz（上限）、メモリーチャンネル 92に

21.000MHz（下限）、 21.0lOMHz（上限）がメモリー

されている場合。

[I] SCANキーを押しながら、テンキーの Iを押す

と、メモリーチャンネル91にメモリーした範囲

内を繰り返しスキャンします。

メモリーチャンネル91

14.000 14.010MHz 

• 
L -－ーーーーーーーーーーーーーー一一ー」
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[II] SCANキーを押しながら、テンキーの2を押す

と、メモリーチャンネル92にメモリーした範囲

内を繰り返しスキャンします。

メモリーチャンネル92

21.000 21.010MHz 

• 
L 一一ーーーー一一一一－－ーー一ー一－」

[III] SCANキーを押しながら、テンキーの1および2を

押すと、メモリーチャンネ／レ91と92にメモリー

した範囲内を繰り返しスキャンします。

メモリーチャンネル91 メモリーチャンネル92

14.000 1 4.01 0MHz 21 .000 21.010MHz 

L一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一」

4・6・5.スキャンスピード

山 L ＂＇＂＂＇川＂・ mm I ＂＂＂－岨 M “－－%－ e・rcM

山一…！？山 肌＂げ叩つ
~－~： 山 E .且E山E且華8.8. 8. 8. 8 8. 8. ; 
'.1'.. ' ~:' . : ：：”品，•， 8.且E且E8.8. I 

岩製品昌吉 ；：ι『白王一邑さ当邑

RIT /XITつまみ

4-6-6.スキャンホールド
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スキャンのスピードは、スキャン中にRIT/XITつま

みで可変できます。数字が小さくなるほど早くなりま

す。

RIT/XIT ／。吟 P ID 
800 900・主000

" I ' " I I '"'" I 

こζ の数字力、大きくなると遅くなり、

小さくなると早くスキャンしますの

一度決定されたスピードは、スキャンを解除しでも

記憶しています。

電源投入時の機能設定により動作します。

プログラムスキャン中に、向調つまみを回したあ

と、その周波数で一時停止し、再びスキャンを開始し

ます。（G'4ふ10.電源投入時の機能設定）



4・7.レピーターによる交信

29MHzのレピーターは、電離層反射を利用するため、広い地域のアマチュア局と交信することができま

す。

1. RX VFOでアクセスしたいレピーターの受信周波数

を設定します。

（例）VFOAに29.680MHzFMを設定した場合

司国
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剛
山
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U
醐
山

口
」
畑
山

2
1
 

2. A=Bキーをt甲します。

3. TX VFOをBにしてTXVFO/SUBつまみでレピー

ターの送信周波数を設定します。

（例）VFOBに29.580MHzFMを設定した場合

司圏r>29.58D.DD

TX VFO/SUBつまみTONEキー

A=Bキ

トーン周波数が表示されま4. TONEキーをt甲します。

す。（初期設定： 88.5Hz)

ご注意
トーン周波数は、スプリット運用時で送受信周

波数ともFMモードのとき動作します。
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5. TX VFO/SUBつまみでトーン周波数を選択します。

内蔵のトーン周波数は次の39波です。

ご注意
1750Hzのトーン周波数を使用するときは、

サービスセンターへお問い合わせください。
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Hz Hz Hz 

67.0 114.8 192.8 
71.9 118.8 203.5 
74.4 123.0 210.7 
77.0 127.3 218.1 
79.7 131.8 225.7 
82.5 136.5 233.6 
85.4 141.3 241.8 
88.5 146.2 250.3 
91.5 151.4 1750.0 
94.8 156.7 
97.4 162.2 
100.0 167.9 
103.5 173.8 
107.2 179.9 
110.9 186.2 



オフセットトレース機能について

6.マイクロホンのPTTスイッチを押すか、 REC/SEND

スイッチをSENDにすると、送信状態になりますの

でマイクロホンに向かつて話してくださし」

ご注意
1.送信する前に、他の通信に混信を与えないこと

をお確かめください。
2.一度送信するとトーン周波数は固定されます。

変更したいときは、 TONEキーをOFFにしたあ
と、もう一度TONEキーを押してくださしユ。

7.マイクロホンのPTTスイッチを戻すか、 REC/SEND

スイッチをRECにすると、受信状態に戻ります。

レピーターによる交信でトーンをONにすると、オフセットトレース機能が動作します。

この機能が動作中に、同調つまみを回すと送受信周波数の差が一定のまま変化します。
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4・8.パソコンコントロールによる運用
インターフェースIF-232C（別売）を接続することにより外部のパソコンで以下のコントロールができま

す。詳しくは、取扱説明書（別売）を用意しております。お近くの当社サービスセンタ一、営業所にご請求く

ださい。

．パソコンでコントロールできる内容
・IFコマンドのON/OFF

・マイクロホンのUP/DOWNのON/OFF

•DATAモードのON/OFF

•VFOA, Bの設定および読み出し

・サブVFOの設定および読み出し

・フィルターの選択

•VFOA, VFO B，メモリーの送信／受信の設定

・モデルナンバーの読み取り

・セットの動作状態の読み出し

・F.LOCKスイッチのON/OFFおよび読み出し

・メモリーチャンネルの設定

・モードの設定

・メモリーチャンネルの読み出し

・メモリーの書き込み

•AIPスイッチのON/OFF

・PITCHの設定

•RIT/XITのクリアー

•RIT/XIT周波数のUP/DOWN

・メーターの選択、メーター値の読み出し

・RITスイッチのON/OFF

・送信／受信の切り換え

・SUBキーのON/OFF,TF・WキーのON/OFF

・SCANのON/OFF

• SSB SLOPE TUNEの帯域幅の設定および読み出し

．メータ一信号の出力

・STEPのON/OFF
・サプトーン周波数の設定

•TONEのON/OFF

•VBTの帯域幅の設定および読み出し

・VOICEスイッチのON

•XITスイッチのON/OFF
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4・9.VOICE（ボイス）機能［音声合成ユニットVS-2（別売）取り付け時］

E二J;::.( J,.:,I「一一

；口自由 Ij ·：：；：警捜~：：謹均E

VOICEスインチ
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音声合成ユニット VS-2を取り付けることにより、

VOICEスイッチを押すと受信周波数を音声で知らせ

ます。

発声中にもう一度、 VOICEスイッチを押すと音声

が止まります。（Cr7・3.音声合成ユニット VS-2の取り

付け）



4-1 0.デジタル変調機能［TS・9505/950Vはデジタルシグナルフ・ロセツサーDSP-10（別売）取

り付け時］

マイクロホンからの入力信号、 cwおよびFSKのキーイングを16bitのAID,DIAコンパーターと、 DSP（デ

ジタルシグナルプロセッサー）により、 SSB,CW, AM, FSKの変調とFMのキャリア発生、およびSSB受信時

のAFスロープチューンを千子います。

( 1)各モードの特徴

①558モード

デジタル信号処理による 10次のフェーズシフトネットワーク（PSN）での変調により、従来のSSBモードよ

り高音質の変調波が得られます。

②cwモード

波形の立ち上がり、立ち下がり特性をデジタルで整形しているため、良好な特性が得られます。

③AMモード

デジタル変調処理と、 84次のFIRフィルターにより、振幅特性、群遅延特性が良好で、 100%変調までひ

ずみの少ない変調波が得られます。

④FMモード

455kHzの高品位のキャリアを出します。

ご注意
DSP-10では変調を行いません。

⑤F5Kモード

波形の立ち上がり、立ち下がり特性をデジタルで整形し、位相が連続なFSK変調を行うため、ひずみの

少ない良好な変調波が得られます。

⑥558モードの受信時

本体のスロープチューンに連動して、デジタルフィルターによるAFスロープチューンを行います。

ご注意
1.電源投入時の機能設定でAFスロープチューンが動作中にSSBSLOPE TUNEつまみを回すとノイズが

聞こえることがあります。
2. AFスロープチューンが動作中、 AGCスイッチをOFFの位置で大入力信号を受信すると音がひずんで

聞こえることがあります。このときは、電源投入時の機能設定でAFスロープチューンをOFFにして
ください。（Cr4・3-10.電源投入時の機能設定）

(2）スイッチの説明

①変調周渡数特性

デジタル処理PSN変調は、広帯域のSSB信号が得られますが、占有帯域幅を制限するためにカットオフ周

波数が可変できるフィノレターが内蔵されていますので、好みの帯域を選ぶことができます。

Sl: SSBとAMのHPFのカットオフ周波数の切り換え

を行います。（初期設定は1の位置）

S2: SSBのLPFのカットオフ周波数の切り換えを行い

ます。（初期設定は1の位置）

圏圏岡
SI 52 53 

73 



スイッチ
S1 S2 

の位置
SSB AM SSB AM 

。 llOHz 75Hz 2600Hz 2900Hz 

200Hz 185Hz 2750Hz 2900Hz 

2 300Hz 300Hz 2900Hz 2900Hz 

3 400Hz 400Hz 3100Hz 2900Hz 

ご注意

llOHzは低音の帯域が広がるため音のバランスが悪くなる場合があります。

②その他の機能

ON 

OFF 

ご注意

S3: （初期設定はすべてONの位置）

S3-1: CWの立ち上がり、立ち下がり特性の切り換え

を行います。

S3-2: SSBのデジタルフィルター（LPF）の通過域リッ

プノレの切り換えを行います。

S3-3: AFスロープチューンを本体のスロープチュー

ンと連動して動作させるか、 lステップ狭くす

るかの切り換えを行います。

S3-4: ONの位置から動かさないでくださしユ。

53 

1: cw波 形 の
2: SSB帯域フィ 3: AFスロープ

RISE TIME 
ルターのリッ チューンの連
プ／レ 動

4mS .OldB 羽TIDE

2mS 1.6dB NARROW 

各設定の変更後は必ずPOWERスイッチをOFFにして、ふたたびONにしてくださしユ。

(3)D5P・10の外し方（0'7・5.デジタルシグナルプロセッサーDSP-10の取り付け）
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5.回路
5・1.回路説明

5・1・1.概要

主な構成は、受信時SSB,CW, AM, FSKモードで

はクオードプルコンパージョン方式、 FMモードで

はトリプルコンパージョン方式となっており、送信

時FMモードでは夕、プノレコンパージョン方式、 SSB,

CW, FSKモードではトリプルコンパージョン方式

となっており ます。中間周波数は 73.05MHz,

8.83MHz, 455kHz, lOOkHzとなっております。

lOOkHzは、 SSB,CW, FSK, AM受信部のみの中間周

波数となります。

受信部の第1および第2ミキサーにはジヤンク

ションFET(2SK520）を採用し、高ダイナミックレ

ンジを実現しています。

送信部の第1ミキサーには、 3SK131によるシング

ルミキサーを、第2、第3ミキサーには、 3SK131に

よるバランスドミキサーを採用しています。

5・1-2.送信部

マイクからの音声信号は、スイッチユニットに入

り、マイクアンプで増幅され、 SSB,AMモードの

MIC GAIN, FM MIC AMP, VOX回路に分かれま

す。

SSB系の信号は、シグナルユニットに入り、増幅

され、平衡変調器により 455kHzのDSB信号に変換

されます。この信号は、バッファーアンプを通り、

セラミックフィルターを通過してSSB信号になり、

IFユニットに入ります。 IFユニットの送信第1ミキ

サーでローカル2(9.285MHz）と混合され8.83MHzの

信号となり、 MCFを通過し、アンプを通り、送信

第2ミキサーでローカル 1(64.22MHz）と混合され

73.05MHzの信号になり、 RFユニットに入りますO

RFユニットの送信第3ミキサーにより、 vcoの潤波

数と混合され目的の送信周波数になり、送信バンド

パスフィルターを通りアンプで増幅され背面のドラ

イブアウトに出力されます。ドライブアウトの端子

より同軸ケープルで放熱器背面のファイナルイン端

子に入り、ファイナルユニットに入ります。ファイ

ナルユニットで必要な電力まで増幅された送信信号

は、ローパスフィノレターで不要なスプリアス成分を

取り除かれ、オートアンテナチューナーを通ってア

ンテナに供給されます。

5-1-3.受信部

アンテナからの受信入力信号はRFユニットに入

り、 RFアッテネータ一、 30MHzまでのLPFなどの

回路を通ったあと、 15に分割されたバンドパス

フィルターで必要なRF帯域だけが選べます。この

信号はRFAGC回路を経てカスケード接続のRFアン

プで増幅され、またはソースフロアー回路を通り、

メイン、サブそれぞれの第1ミキサーに入力されま

す。

メイン受信部では、第1ミキサーで第lIF周波数

(73.05MHz）に変換されたあと、 IFユニットに入力

され、 MCFによるバンドパスフィルターを通り、

IFアンプで増幅されて第2ミキサーでローカル周波

数（64.22MHz）と混合され、第2IF周波数（8.83MHz)

に変換されます。この信号はAFユニットのノイズ

プランカ一回路と、ノイズブランキングゲート以降

の信号回路に分けられ入力されます。受信信号は次

に第2IFフィルターを通り、第3ミキサーでローカ

ル周波数（9.285MHz）と混合され、第 3IF周波数

(455kHz）に変換されたあと、シグナルユニットに入

力されます。ここで、 FMとそれ以外のモード引に

分かれ、 FMでは増幅されたあと検波され、 AGCア

ンプで変調度による音量を一定にして、 AF回路に

出力されます。 FM以外のモードでは、 455kHzの

フィルターを通り、第4ミキサーで第4IF周波数

(lOOkHz）に変換され、ノッチフィルターを経て、

SSB, CWではプロダクト検波、 AMではAM検波さ

れて音声になります。

サプ受信部では、第1ミキサーで第llF周波数

(40.055MHz）に変換されたあと、 MCFを通ってIFユ

ニットに入力され、第2ミキサーでローカノレ周波数

(50.75MHz）と混合され、第2IF周波数（10.695MHz)

に変換されます。フィルターを通ったあとプロダク

ト検波され、音声となります。

5-1 -4.ユニット

本機を構成するユニットはRFユニット、 IFユ

ニット、シグナルユニット、 PLLユニット、 CARユ

ニット、ファイナルユニット、コントロールユニッ

トなどがあります。

(1 )RFユニット
とのユニットは受信に必要な15分割バンドパス

フィルター、 RFアッテネーター、メインの第1ミキ

サー、サプの第1ミキサー、 RFアンプなどと、送情

に必要な第3ミキサーと RFアンプなどが入ってお

り、さらにlOkHz～30MHzをカバーするのに必要な

vcoが入っています。

(2)1Fユニット
メイン受信機の MCF、第lIFアンプ、第2ミキ

サー、第3ミキサーなどと、サブ受信機の第llFア
ンプ、第2ミキサー、第2IFアンプなどがあり、

8.83MHzフィルタ一、ローカル周波数（64.22MHz,

9.285MHz）アンプなどもこのユニットに入っていま

す。
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(3）コントロールユニット
このユニットにほ、 ALC回路、 cwブレークイン

動作をコントロールするタイミング回路などが入っ

ています。

(4)PLLユニット
lOHzステップのデジタノレVFOを実現するための

PLLループが組み込まれています。

(S)CARユニット

VBT, SLOPE TUNEに必要なキャリヤ発振器を持

つユニットです。

(6）ファイナルユニット

SタイプはlOOW、VタイプはlOWの送信出力を得

るために電力増帽を行います。

(7）シグナルユニット
受信に必要な第3IFアンプ、第4ミキサ一、第4IF

アンプ、検波回路、スケルチ回路などと、送信に必

要な第llFアンプ、スピーチプロセツサ一回路など

があり、 455kHzフィルターなどが入っています。

(B)AFユニット
AF信号の増幅、スイッチング回路、 vcoなどが

入っています。
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5・2.ブロックダイヤグラム
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ご注意

図路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご注意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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向路は技術開発に伴L、変更することがあります。

81 



「一一一一一一一一一一一一一－：：－・－－一一一一一一一一一一一一｜

：旨仁~；日日ぺごつ い1

i 6 " ~~にナ］ l 「一三巴1l ヮihi I~ :~ 

100Wファイナルユニット

(X45’3330-00) 

C N 6 

DRV 

C N 2 

F 1 5 

F 1 5 

FG2 

CN4 

F 1 5 

TXB 

NC 

日1 2SC1971 

C 2, 3 2 S C 3 1 3 3 

C 6, 7 2 S D 1 4 0 6 (Y) 

08 2SC2922 

C 9 2 S B 8 6 1 (C) 

日10 2 SC 2 4 5 9 (B L) 

C11. 14 DTC124ES 

日12 DTC143TS 

Q 1 3 2 SA 5 6 2 (Y) 

015 DTA124ES 

Q4 門RF429MP 

D 1 門V-5T 

D 2, 3 S VO 3 Y S 

D4 MTZ4.7JC 

D 5, 6, 9 1 S 1 5 5 5 

D7 門C9 2 1 

D8 門TZ8.2JC 

010 UZP4.7B 

82 

← 
Cl 

C 1 560p 

ミ
O

F

J

 

°' L/、
白z，ー

N

N

O

 

串

〕

じ3ギ三Nζ上rn'.:;_lrn'.; 

寸ナ
F

F

J

 

Eコ
u、

a:> "- I+ u Cコ
r、
、s

u~ru0I 山

↑

4

『3

Cコ

日7

R 1 4 
2.2 

R 1 6 
2.2 

C 3 9 
6800p 

R 2 1 

680 

R 2 2 

560 

：許可

い
γ
一

詰
ヨ
一
一

色
1

」

舎、a
0 

VR1 

1 k 
VR2 

1 k 

。
凶
＼
O

O

N

U

 v

－oo
F
 

凶

N

E

Ti－－巾

ト

寸

。

－

N

N

U

 

＋
 

、企

0 

凶

F

ト

F
E

日
F

由

F
E

Q 4 1/l 

R20 

5 . 6 

O

N

F

 

唱

N

E

D 5 S 2 

、。
70・E口

、s
－」

F
0

．
 

唱

N

U

ム

T
A

F
0

．
 

凶

N

U

一
丁

l
A ca 

V
4

ト
寸

F
m
z
 

L20 

1 0 0 II 

PO 

C N 1 

FHV 

FHV 

F G 1 

F G 1 

CN3 

TX! 

TXB 

IC-

IC+ 

C N 5 

門口 T+

門DTー

ご注意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご注意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご注意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご注意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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こ注意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご注意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご注意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご注意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご注意
図路は技fl!ir開発に伴い変更することがあります。
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ご注意

回路は技術開発にf￥，、変更することがあります。
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ご注意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご注意

回路は技術開発に伴い変更するニとがあります。
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ご注意

図路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご注意

図路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご注意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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ご達意

回路は技術開発に伴い変更することがあります。
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6.保守および調整
6・1.アフターサービス 6圃 2.セットのお手入れ

1.保証書一保証書には必ず所定事項（ご購入店名、

ご購入日）の記入および記載内容をお確かめの

上、大切に保存してください。

前面パネル、ケースなどが汚れた場合、シリコン

クロスまたは柔らかい布でからぶきしてください。

ご注意
2.保証期間 お買い上げの日より 1年間です。

正常なご使用状態でこの期間内に万一故障が生

じた場合は、お手数ですが製品に保証書を添え

て、お買い上げの販売店または当社サービスセ

ンター、営業所にご相談くださし五。保証書の規

定に従って修理いたします。

シンナ一、ベンジン、アルコールなどを使用し
ないでください。変色したり変形する場合があり

ます。

3.保証期間経過後の修理についてはお買い上げの

販売店または当社サービスセンタ一、営業所に

ご相談くださし当。修理によって機能が維持でき

る場合にはお客様のご要望により有料で修理い

たします。

4.アフターサービスについて、ご不明な点はお買

い上げの販売店または当社サービスセンタ一、

営業所にご遠慮なくご相談ください。

6・3.故障とお考えになる前に
次のような症状は故障ではありませんのでお確かめください。下表に従って処置しでもなおご不審な場

合は、当社サービスセンターにご相談ください。

受信の場合

症状 原 因 処置

POWERスイッチを入れでもラ ACコンセントへの差し込みが不 差し込みを完全にする。
ンプが点灯せず音も出ない。 完全

POWERスイッチを入れでも正 マイクロプロセッサーの誤動作 A=B（またはRX砂SUB）キーを子甲
常に表示をしない。 しながらPOWERスイッチをON

にする。

POWERスイッチを入れると パックアップ用電池の寿命 4-5-1.項を参照してくださしユ。
14MHz USBの表示をし、メモ
リーの内容が消去されている。

アンテナをつないでも信号が受 1.スケルチが動作している。 1. SQLつまみを反時計方向に回
信できない。 す。

受信感度が低い。 2. ATTスイッチが入っている。 2. ATTスイッチをOdBにする。
3. REC/SENDスイッチカ｛SEND 3. RECにする。

になっている。
4.マイクロホンのPTTスイッチ 4.すみやかにPTTスイッチを受

が送信側になっている。 信側にする。
5. SSB SLOPE TUNEのつまみ 5.最大帯域にする。

位置不適当 HIGHつまみ：時計方向回し
切り

LOWつまみ ：反時計方向回
し切り

6. VBTのつまみ位置不適当 6.時計方向に回し切る。
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症状 原 因 処 置

アンテナをつないでも信号が受 RFつまみによって高周波回路の RFつまみを時計方向に回し切

信できずSメーターが振り切れ 利得を下げである。 る。

る。

信号がない場合でも Sメーター

が振れて、ある位置で止まって

いる。

信号を受信した場合、音になら MODEキーの設定が不適当 MODEキーを他のモードに変え

な l'0 てみる。

RIT/XITつまみを動かしても周 RITスイッチまたはXITスイッチ RITスイッチまたはXITスイッチ

波数が変わらない。 がOFFとなっている。 をONにする。

SSBの受信音が極端にハイカッ SSB SLOPE TUNEのつまみ位置 最大帯域にする。

トまたはローカットになってい 不適当 HIGHつまみ：時計方向回し切

る。

LOWつまみ ：反時計方向回し

切り

1恥1HzUP/DO羽TNスイッチを？甲 F.LOCKキーがONになってい F.LOCKキーをOFFにする。

しでも同調つまみなどを回して る。

も周波数が変化しない。

メモリースキャンが動作しな メモリーチャンネルに何も入力 周波数などをメモリーする。

し＝。 されていない。

ご注意

1.次の周波数でビート音が聞こえる場合があります。これはセットの周波数構成によるもので故障

ではありません。

10.000MHz, 20.000MHz 
2ハンディトランシーパーをセットにごく近づけると ハンディトランシーパーから雑音が聞こえ

る場合があります。セットから離してお使いください。

3. POWERスイッチをOFFにするとファンモーターがしばらくの間回りますが、故障ではありませ

ん。（TS・950S/950SDのみ）

送信の場合

症 状 原 困 処置

出力が出ない。 1マイクロホン端子の差し込み 1.マイクロホンを確実に差し込

不良。 んでください。

2. MICつまみが絞ってある。 2. MICつまみを時計方向に回し

てくださ l'0 
3.アンテナの接続不良。 3.アンテナを確実に接続してく

ださし〉。

voxが｛動かない。 1. GAINつまみが反時計方向回 1. GAINつまみを回し、適当な

し切りになっている。 位置にする。

2. ANTIつまみの調整不良。 2. ANTIつまみを反時計方向に

回し調整する。

vox動作の場合、スピーカーの ANTIつまみの調整不良。 ANTIつまみを時計方向に回し

音でvoxが働いてしまう。 調整する。

リニアアンプが｛動かなし〉。 1.背面パネルのスイッチがリニ 1.背面；｛ネルのスイッチを切り

アアンプ使用に変更されてい 換える。（Cr6-4-7. リニアアン

ない。 プを接続したとき）

2. REMOTEコネクターの接続不 2.正しい接続に直す。（Cr23ぺ←

良。 ジ）

100 



症状 原 因 処 置

変調がかからなしh DATAキーがONになっている。 DATAキーをOFFにする。

AM変調がかからない。 PROCスイッチカ｛QNになってい PROCスイッチをOFFにする。
る。

6-4.調整

6・4幽 1.ケースの取り外しと取り付け

上側ケースおよび下側ケースを取り付けているねじを外します。

＼吻

6-4・2.サブシャーシの開け方

ご注意
1.ケースを取り外し、または取り付ける前に、必

ずPOWERスイッチをOFFにし、 AC電源コー

ドをコンセントから抜いてください。
2.内部の電源回路には約80Vの直流電圧が加わっ

ていますのでご注意くださ l,o

3.ケースを取り付付るときに配線を1易っけないよ
うにしてくださし、

1.図のようにねじを外します。

2.背面のジャンパーピンを外します。

3.時計方向に開きます。

ご注意

1.平らな場所で聞いてください。

2.配線を傷っけないようにしてください。

3.閉じるときに、指または配線を挟まないように
してください。
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キーダウンしてサイドトーンレベルが好みの音量に

なるようにVR2を調整してください。

6・4・3.サイドトーンの音量調整

日

［一一－－－！i一一一一］
L一一一一一ニiヒιニ二吾そTゴ

E
E
E
l
－
－

E
l
－
－

E
E
d
 

i
l
i－
－

L
 

圏
口

前面ノfネルのMODEキーなどを押しながら、好みの

音量になるようにVRlを調整してください。

6-4・4.ビープ音の音量調整

1@000000001 

適当な変調入力になるようにVRlを調整してくださ

固固
固

仁＝コ

6-4・5.データ通信変調入力の調整

「一一一一一一寸

L一一一ー一一一J「 H 「
! II I 
I II I 
I II I 
I II I 
I II I 

L一一一一一」L一一一一一一一」

TS-950S / 950SDで移動局の免許を申請する場合、出

力を50Wにパワーダウンしなければなりません。

50Wにパワーダウンするには次の要領で行ってくだ

さい。

1.上側ケースを外します。

6-4・6.50Wパワーダウンの方法

スイッチ（Sl）を切り換2.ピンセットなどを使用して、

えます。

10000高｜
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6・4・7.リニアアンプを接続したとき

立
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＠
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七刀り4臭えスイッチ

cwフルブレークインで静かに快適な運用ができる

ように、出荷時は外部コントロール用のリレーは動作

しないようになっています。コントロールリレーでリ

ニアアンプをスタンパイさせるためには、背面ノfネル

のLINEARAMP切り換えスイッチをONにしてくださ

また、送信時に REMOTEコネクターの7番ピンに

は、約13.5V(lOmA MAX）の電圧がでますので、この

電圧を利用して外部のリニアアンプをコントロールす

ることもできます。リニアアンプを使用する場合は、

付属のDINプラグ（7ピン）をご利用ください。当社のリ

ニアアンプTL・922の接続は、リニアアンプに付属して

いるコントロールケーブルを使用してください。

ご注意

機器の損傷を防止するために、 TL-922を使用す
る場合は、 cwフルブレークイン動作にしないでく
ださい。

cwセミブレークインの信号の立ち上がり時間について

送受信の切り換えにリレーを使用しているリニアア

ンプ（TL-922など）を接続したとき、キーを押してから

送信になるまで、数lOmSの時聞がかかります。その

問、トランシーパーは無負荷で送信することになるた

め、プロテクションが働き ALCメーターが振り切れ

る場合があります。この場合は下記の方法で信号の立

ち上がり時間を遅らせてご使用ください。

信号の立ち上がり時間
W8 

セミブレークイン フルブレークイン

カットしないとき 約15mS 約15mS

カットしたとき 約30mS 約15mS
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6-4・8.基準周波数の校正（TS・95050を除く）

定手数｜支手数｜

，；~匝J

6・4・9.外部基準発振器を接続したとき

104 

REFERENCE OSCILLATOR 

切り換えスイッチ

JJY /WWV(lOMHz, 15MHz）などを受信します。トッ

プカノfーにある MARKERスイッチを ONにし、

JJY/WWVのビート信号にマーカ一信号が重なり、ダ

ブルビート（高低2つのビート音）が聞こえます。その

ビート音が正確に一致してダブルビートのうなりの周

期が最大（周波数は最小）になるようにF.ADJトリマー

を調整します。

ご注意

本機は工場出荷時、規格内に校正されていますの
で、特に必要な場合以外、調整しないでください。

精度の高い外部基準信号を入力（1V p. P, IO kHz）して周

波数確度、周波数安定度をより高いものにします。

ご注意
1. EXT INPUT端子を使用したときは 、

REFERENCE OSCILLATOR切り換えスイッチを
OSCILLATORにしてくださしユ。

2. F.ADJトリマーは動かさないでください。
3.温度補償型水品発信ユニット S0-2を取り付け外

部基準信号を使用するときは、 SO/OSC切り換え
スイッチをoscにしてください。 so・1を取り付
けているときは、 EXTINPUTft嵩子は｛吏用できま
せん。（0"7-4.温度補償型水晶発信ユニット S0-2
の取り付け）



7.アクセサリー（別売）
作業を始める前に、必ずAC電源コードをコンセントから抜いてください。

7・1.558フィルターYG-4555-1の取り付け

フィルタースイ yチ（初期設定状態）

｜自白自白自日~I

（底面）

1. トランシーパーの下側ケースを外します。（0"6-4・

1.) 

2.図のようにねじを外し、フィルターを取り外しま

す。

3. SSBフィルターを取り付け、ねじで固定します。向

きの指定はありません。

4.フィルタースイッチの4番をONにします。

5.下側ケースを元どおりに取り付けてください。

ご注意
指または配線を挟まないようにしてください。
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7・2.その他のフィルターの取り付け

フィルタースイ yチ（初期設定状態）

｜白日目白；｜

（底面）
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1. トランシーパーの下側ケースを外します。（CT6-4・

2.図のようにフィルターを取り付ける場所のねじを外

します。

3.フィルターを取り付け、ねじで固定します。向きの

指定はありません。

4.フィルターを取り付けた場合、フィルタースイッチ

を切り換える必要があります。

取り付 取り付けられる フィJレター

け位置 フィルターの名称、 スイッチ

② YK-SSC-1 2をONにする。

⑥ YG-455C-l 6をONにする。

⑤ YG-455CN-l 5をONにする。

5.フィルタースイッチの番号と取り付け場所の番号を

合わせることにより、好みのフィルターの組み合わ

せを作ることができます。

6.下側ケースを元どおりに取り付けてください。

ご注意

f旨または西日私事をよ実まないようにしてください。



7・3.音声合成ユニットvs・2の取り付け
1. トランシーパーのケースを外し、サブシャーシを開

けます。（Cr6-4-1.および6-4-2.)

｜ご注意
平らな場所で行ってください。

2. 8ピンコネクターをVS-2に差し込みます。

3.サブシャーシにある取り付け位置に、 VS-2に付属

のパインドねじ3本で取り付けます。

ご注意

VS-2に付属のさらねじ、クッションは使用しま
せんので保存しておいてください。

4.サブシャーシとケースを元どおりに取り付けてくだ

さし迫。

ご注意

指または配線を挟まないようにしてください。
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7-4.温度補償型水晶発振ユニットso・2の取り付け
(TS・9505Dを除〈）

108 

1. トランシーパーのケースを外し、サブシャーシを開

けます。（Cr6・4・1.および6-4-2.)

｜ご注意
平らな場所で行ってください。

2.背面寄りのプリント板のねじを外します。 CNllの

コネクターを抜きます。

3.プリント板を引き起こします。

4.切り換えスイッチをsoにします。

5. so・2を指定位置に取り付けて、はんだ付けしま

す。（SO・1を取り付けることもできます）

日§
so osc 

S0-2取り付け位置

soー｜取り付け位置

6.プリント板を元どおりに戻し、ねじを締めます。

CNllのコネクターを元の場所に差し込みます。

ご注意
指または配線を挟まないようにしてください。

7.サブシャーシとケースを元どおりに取り付けてくだ

さい。
「一一一

ご注意
指または配線を挟まないようにしてください。



7・5.デジタルシグナルプロセッサーDSP-10の取り付け
(TS・95050を除〈）

1.下側ケースにあるカバーを外します。

非印のねじは使用しませんので保存しておいてくだ

さし＝。

2. DSP-10を取り付け、ねじで固定します。

※印のねじはDSP-10に付属のねじをご使用くださ

3.背面パネルのDSP-AとDSP-Bにコネクターを差し込

みます。
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7・6.アクセサリ一一覧表

晶 名 モデル 備 考

夕、ト音日スピーカー SP-950 

MC-43S 
UP/DOWNスイッチイ寸き、ノ＼ンドマイクロホ

ン

MC-60/SS 
UP/DOWNスイッチ付き、単一指向性ダイナ

マイクロホン
ミック型

MC-80 
UP/DOWNスイッチ付き、無指向性エレクト

レットコンデンサー型

MC-85 
UP/DOWNスイッチ付き、単一指向性エレク
トレットコンデンサー型

ヘッドホン HS-5, HS-6 

ステーションモニター SM-230 

温度補償引水品発1＼｛ユニソト S0-1, S0-2 S0-2はTS-950SDには内蔵されています。

音声合成ユニット VS-2 

デジタルシグナル
DSP-10 TS・950SDには内蔵されています。

プロセッサー

SSBフィルター YG-455S-l, YK-SSSN-1 

cwフィ／レター
YK-SSC-1, YG-455C-l, TS-950SDには内蔵されています。（YK・SSCN-1

YK-SSCN-1, YG-455CN-l を除く）

インターフェイス IF-232C 

リニアアンプ TL-922 フルブレークイン運用はできません。

ご注意

cwフィルタ－YK・SSCN-1、YG-455CN・1の組み合わせでは、狭帯域のフィルターを信号が通過するときに起

きる遅延時聞のため、フルブレークイン運用には適しません。
この組み合わせの場合には、セミブレークインでの運用をおすすめします。
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8.参考
8・1.申請書の書き方

8・1・1.TS・950Vの場合

市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上、申請してください。

i：：：：・及び ！川政帯！空「：戸力！ 電車の型式 止竺主
宝中線電力

(W) 電，直の豆！式

ぺ：L十：： ． 
一一一＋一一一一一一ーー

己主竺二：J".Jfd五＼ 28M 10 1:AI: A3J A3 F3 

A
 ，

 

A3J . A3 

1:AI( A3J A3 

4山~二十寸－＋~ーで－~~
[_i』t0二~：二~()- ---.l~1I ~ =A Ji '-I岳；］

21M 10 ~ A 

24M 10 JAi! A3J A3 L
T
－
 

M
亨

22工事設計 議 I＇王 1口問 号車 2＇圭 1言叫 第 31王 I,; l哩

:1 :9Mf-iz帯目 I Ar: 

j: 5MHz帯目；AI: AJJ , AJ 

3 8MHz帯， AI: A3J 目 AJ

7 MHz得，： AI , AJJ . AJ 

rciMHz得：AI . A3」

: 1_4M.t:i？帯目’111:. -~3!. .：：：.~~二：
L 18MHz帯 iAl」, A3」 A3 j 
21MHz帯 iAl: . A3J A3 

24MHz帯， lAl: . A3J , A3 

28MHz帯. : Al: , A3」. A3 F3 

玄 調 の IA3J平1t1］：調
I F3 リア77;,;,c］：調

方 式 lA3 1邑電力変調

発射可能

な電喧の

を王t.周

産自tの品E
困

円陣~ X 〉〈

V W V W 

B H 書店主主｜号 I er否；11・i装置｜ A 有 i詰差 ） 

ぞの杷工事出↑｜電産，王li¥3章に明定する辛件し合致している ｜干竹図面｜ さ 1言問系統図

保証願 周，度数！宝中旬電つ 電，庄の生！式

f引；；：：：：｜：（：：：：

登録機慢の登録番号若しくは名称、又は

3.8MHz IOW I: Al；、 A3J , A3 

一一一一一一一一一
IOW I: Al：、 A3J , A3 

第 2送信機

ト一一一一←

7MHz 日第 3送信機

1 ：：；；；；；~；：：： r ：：：：，：~~：：： 1 ；：日；： i~！：］

,Jfti1~~；J 一
機l第 4送信機

第 5送信機

第 6送信機

21MHz I IOW I: Al目、 A3J . A3 

寸

24MHz I IOW I: Al：、 A3J , A3 

＋ 

28MHz I IOW I; Al：、 A3J , A3 . F3 
L ___ J 

ご注意
1.電話級アマチュア無線技士の方は、必ずAlおよび1.9MHz帯を削除してください。
2.電信級および電話級アマチュア無線技士の方は、必ず＇ 10MHz帯、 14MHz帯、 18MHz帯を削除してくだ

さし＝。

3.※使用する空中線の型式を記入してください。
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8・1・2.TS・950S/9505Dの場合

sow局または100W局を申請する場合

第2級アマチュア無線技士以上の資格があり、 TS-950S/ 950SDで申請する場合、市販の申請書に下記の事

項をまちがし＝なく記入の上、申請してください。

A. SOW局の場合

無線局事項書及び

工事設計書

保証願

ご注意

l剖 4度n措 i宝切言力 電肢の型式 ！居l ，度数帯！宝~·~：＇力 電，症の型式

50 A I A3J A3 F3 

3.8M 

：十日し i! トi一一一一

丁~~~~~二亡ご三c-==1
'',: --J ': ：＜＇十3J: :: -}- :~ 十一一－＝－~－~r.

7M 

22工事設計 議 I＇王 1言問

I 9MHz帯 Al . 

発射可能 3. 5MHz幕 Al A3J A3 

＇•電 il, の 3.8MHz帯 Al . A3」 A3 

型式．周
7 MHz苓 Al . A3J A3 

10MHz得 Al . A3」
,.. ；官の.下

14MHz串 Al . A3」 A3 

図 18MHz帯 Al A3J . A3 

21MHz帯 Al A3J . A3 

24MHz帯 Al A3」 A3

28MHz帯 Al . A3J A3 . F3 

支調の A3」平！ー1玄調
F3 リア77＞ス主占囚

方 王t A3低電力変調

「官い－ヌー｜トr トl名電司＝ー作f図的
Ii・入：］

1圭1主ー乙中 円宮・
時的主JZて

？の昭工事設計 電，.圭第3章に If/；＇［する辛 1ヰに合致している

l周皮 nl宝中間電力 電 皮の主！式

I :::: : 50W 

Al 

3. 50W A l、A3J , A3 

3.8MHz I 50W I Al 、A3J , A3 

7 MHz I 
：心~： :: 、A3J , A3 

10MHz I A3J 

14MHz I 50W 

18MHz 50W Al 、A3J . A3 

21MHz 50W A l 、A3J , A3 

24MHz I 50W A l 、A3J , A3 

28MHz I 50W A l 、A3J , A3 .F3 

｜司刊目it措

｜季付図面

第｜送信機
1王

第 21丞1言機

f言
第 3送信機

相理 第 41基f言機

第 5送信機

~6 送信機

事 2＇実 1言問 第 31圭 1言！It

× × 

V w V w 

A 有（誤差 B 量

さ 1言問系代田

登録機種の登録番号若しくは名称．又は

発射可能む電，庄の型式．周，庫教の範囲

T 136M 

※使用する空中線の型式を記入してください。
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8.1 OOW局の場合

無線局事項書及び

工事設計書
周波政帯｜空で哲戸力 電，庄の型式

I . 9M , I I 00 ! A I 

3.5M I 00 I A I A3J A3 

3.8M 100 I Al A3J A3 

7M 100 IAI A3J A3 

IOM 100 I Al A3J 

14M I 00 I A I A3J A3 

IBM 100 IAI A3J A3 

21M 
斗

｜日D ' A I A3J A3 

, I 100 , i Al 山 A3

ト一一一－

24M 

22工事設計 第 I,.!c I言 flt

1.9MHz帯 Al 

発射可能 3. 5MHz帯 Al A3」 A3 

む電，店の 3.8MHz帯， Al , A3J , A3 

E式，周
7 MHz帯 Al A3」 A3 

10MHz帯， Al . A3J , 
度数の品E 14MHz帯 Al A3J A3 

困 18MHz帯 Al A3」 A3 

21MHz帯 Al A3J A3 

24MHz帯 Al A3」 A3 

28MHz帯 Al A3J A3 

玄調の A3」平1事1支調

F3 '!7'77＞ヌ支詞
方 Eて A3低電力変調

t営いE凶←陣作個；2

圧入力

1王泊三中
・?・ 

同の聖武

周波数帯｜空で：戸力 電波の聖式

28M 50 Al A3J A3 F3 〕

11 ----'r ~ ~ 
L =1 __ t一一一二J

' ' 

¥ 2＇孟 1言憎 ¥ 3 ,.!c 1孟 4理

F3 

× × 

V w V w 

｜間苦川主装置 A 有 l戸差 B 畳

マの晒工事辻討 電 it圭第3章に明；＇［ する条件に三rtしている ｜手付図面 1玉1i1l't系統囚

保証願 周，庄 ：2 宝中祝電力 電，庄のう足式 登録機種の登録番号若しくは名称、又は

1.9MHz IOOW Al 、 発射可能な電，庄の生！式、周，度数の鈍囲

3. 5MHz IOOW A l、A3J 、A3 割高 l送信機 T 136H 

」 1王

3.8MHz IOOW Al 、A3J 、A3 第 21王信機

7 MHz IOOW Al 、A3J 、A3 第 3送信機

10MHz IOOW Al 、A3J 機 ill', 4 izs 1言機

14MHz IOOW Al 、A3J 、A3 第 5送信機

18MHz IOOW Al 、A3J 、A3 現 6送信機

21MHz IOOW Al 、A3J 、A3

24MHz IOOW Al 、A3」、 A3

28MHz 50W Al 、A3J 、A3、F3

ご注意

※使用する空中線の型式を記入してください。

8・1・3.RTTYの申請方法

本機により、 RTTY(RadioTeletype）を併せて申請する場合は、電波の型式欄にFlを追加記入してくださ

い。ただし、 1.9MHz帯ではRTTYは許可されません。また、送信機のどの部分に付属装置を付設している

のかを示す構成図および付属装置の諸元を記載した資料の提出が必要です。

8・1・4.パケット通信の申請方法

( 1 )RTTY装置の諸元例

①方式： AFSK方式

②通信速度： 45.5ボー

③副搬送波周波数： 2125Hz

④符号構成： 5単位RTTY符号

笹偏移周波数： 170Hz

(2)RTTY装置と送信機の接続

第O送信機

本機により、パケット通信を併せて申請する場合は、 SSBモードを使用するときはFl,FMモードを使用

するときはF2を電波の型式欄に追加記入してください。ただし、 Flは1.9MHz帯では許可されません。 F2

も1.9～21MHz帯では許可されません。また、送信機のどの部分に付属装置を付設しているのかを示す構成

図および付属装置の諸元を記載した資料の提出が必要です。

(1 )RTTY装置の諸元例

Flの場合 F2の場合

方式 AFSK方式 AFSK方式

通信速度 300ボー 1200ボー

副搬送波周波数 l 700Hz（パケット通信装置により異なります） 1700Hz 

符号構成 AX.25プロトコル準拠 AX.25プロトコル準拠

偏移周波数 ±lOOHz 士500Hz

(2）パケット通信装置と送信機の接続

第0送信機

パケ y ト通信装置
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8-1・5.送信機系統図

マイク

モード N, モード N, モード N, 
周波数帯

CW(N),AM.FM 2900日－ 2800 I FM 34750 
I .8 

SSB, FSK. AM, FM 17750 

USB 28850～ 27851 us日守AM 34675 CW(W) 17755 3.5 

LSB 29150-・28151 LS白 34825 CW(N) 17790 

CW(W) 28930-27931 FSK 
7 

34860 
10 

FSK 29日07-28日日8 cw 34675 
14 

18 

21 
。主 l〕

モド N, 
内はTS950SDまたはオプンヨン装着持

〔注 2〕 （ ）内の周波数はFM時
ss日， FSK】 FM 29750 

〔，主 3〕 8.83MHzまたは455KHzの IFフィルタ帯域がSOOkHz以下を選択した時CW(N)
cw 29715 24 

それ以ょを CW(W）とする。
AM 29675 28 
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送信周；庄数（MH,) !,(MHz) 

I .9075～ I. 9125 74.9575-74.9625 

3 .5～3.575 76. 55～76.625 

3. 791 3 805 76.841～76. 855 

7日～7I 8日05 80.15 

！日 1 IO. 15 83. 15～83. 2 

14.0 14.35 87.日5-87.4 

18.068 18. 168 91 118 91.218 

21.0・ 21.45 94.05-94.5 

24. 89 24. 99 97 94-98,04 

28.0・ 29.7 IOI .05-102. 75 

N, モード I N, 

79 SSB.CW. F以 AMI 3211 

83 FM j 12844 

83 

9日

96 

I 04 

I 12 

18 

125 

132ーは5

M 

500 

200口

※ 

一一…

28MHz帯はLP.F. (30MHz）部からの28MHz

パント情報により電力切換部を制御して

SOWにノぐワ タウンしていますっ

RTTY信号（タイプライタ一等）

I 方式 . AFSK 

2 .通信速度 : 45.58 

3 符号構成 : 5単位

4 i扇移局波数 170Hz 

5 台数 . I台



8・2.電波障害について

電波を発射する前に 日本アマチュア無線工業会

(.JAIA) 

ハムバンドの近くには 多くの業務用無線局の

周波数があり運用されています。これらの無線局

の至近距離で電波を発射するとアマチュア局が電

波法令を満足していても、不測の電波障害が発生

することがあり、移動運用の際は十分ご注意くだ

さし＝。特に次の場所での運用は原則として行わず

必要な場合は管理者の承認を得るようにしましょ

っ。
民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、業

務用無線局及び中継局周辺等。

参考 無線局運用規則第9章アマチュア局の

運用（発射の制限等） 第258条

アマチュア局は自局の発射する電波が

他の無線局の運用文は放送の受信時に支

障を与え若しくは与えるおそれがあると

きは、すみやかに当該周波数による電波

の発射を中止しなければならない。

以下略

アマチュア無線局は、自局の発射する電波がテレ

ビやラジオ、ステレオの受信や再生に障害を与えた

り、障害を受けている旨の連絡を受けた場合は、電

波法（運用規則258条）に従ってただちに電波の発射

を中止し障害の有無および程度を確認いてくださ

障害が自局の電波によるものであると確認された

場合、送信側の原因か受信側の原因か大体の見極め

をつけるにはかなりの専門的知識を要する場合もあ

りますので、次のようにして処置を取られるのも一

方法と思います。

．送信機が寄生振動などの異常動作をしている場

合、最寄りの当社通信機サービス窓口に修理を

お申しつけくださるようお願いします。

．受信側に原因がある場合、その対策は単に技術

的な問題に止まらず、ご近所との交際上なかな

か難しい場合が見受けられます。従って、この

ような場合も総合してアマチュア局による電波

障害問題の対策と障害防止について、日本アマ

チュア無線連盟(JARL）の監査指導員またはJARL

事務局に相談されると良い結果が得られると思

われます。なお、 JARLではアマチュア局の電波

障害対策の手引きとして「TVI・ステレオI対策

ノート」（有料）を用意しております。

日本アマチュア無線連盟

干 170 東京都豊島区巣鴨 1-14-2 ff(03)947司

8221（代）
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8-3.」ARL制定アマチュアバンド使用区分（抜粋）

I .9/3.5/3.BMHz帯｜

日 cw ヒ陣j AM/SSB. CW I AM／…  

I . 9075 I . 9125 3. 500 3. 575 3. 791 3.805 

cw ~ 025 . 030 . 040 

AM/SSB. CW CW 日
7 .000 7. I 00 IO. I 00 .140 10.150 

（注） 7,030 -7, 040kHzの周波数帯は，海外の局とのデ－;1通信に使用すること力、できる。

CW 日 AM/SSB, CW 回 CW 岡山旦cw

14. 000 070 100 225 . 235 14. 350 
18. 068 100 110 18.168 

( 'i I) 14,100～ 14, I I OkHzの周波数帯は，当分の問1 王に，毎外の局とのテータ通情に使用する二と力、できる巳
（，王2) 14, I 〔IOkHzの周波数は，国際ビーコン計画（ IBP）に基づくビーコ／電，直に使用されている＂

I 21/24MHz帯｜

cw E三ゴ AM/SSB, CW 回 I cw同山叶
21. 000 070 125 150 330 . 350 21. 450 

I 28MHz帯｜

cw・ァーヲ AM/SSB, CW FM 衛星， CW

28.000 .070 150 .200 .670 .800 29.000 29.300 19.510 .590 .610 29.700 

（，王I) 29. 000ー～29.300MHzの周波数帯は，海外の局のAM/SSB又はcw通信にイ費用することかできる。
（，主2) FM系によるデ 夕立は画像通信は， 29.000～ 29 .300MHzの周波数帯を使用する。
（注3) レピータの入出力周波数は，居ljに定める。
（；主4) 28.190-28.200MHzの周波数帯は，国際ビーコン計画（IBP）に基っくビーコン電波に使用される。これに伴い， 28.200～ 28. 300MHzの周波数帯のビーコン電波

は1990年l月l日までに廃止される。
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